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山村地域活性化のための現代的視点

みやぐちとしみち

宮口桐廸豊*

鴬騨蕊溌蕊識鑑識麟識難鱸溌瀧瀦鋳織識豊鱗蕊蕊議騒蕊鐙醗蝋職 霊一三二綴蕊蕊蕊灘蕊欝溌辮'識鋪w蹴蕊"謹鶴羅塞蕊躍鐵諜溌蕊鶏←‘リ,‘熟吻鋳騨簿溌辮

はじめに 山村等の過疎化が世の注目を浴び，国が制度的に過疎地域を支援する法律が作られ

てから，まもなく四半世紀を迎えようとしている。この間，大都市への人口集中の流
とど

れは止まることなく，特に東京圏への一極集中がますます顕著となった。一方出生率

は低下を続け，日本全体の人口が減少に転ずるのもそう遠いことではないとされる。

1957年までの10年間で，日本は人類史上初めての急激な出生率の低下を体験した

が，このような状況が持続したにもかかわらず，都市地域に生産性の高い産業が伸展

を続け，そこに優秀な労働力が集まることによって，これも類を見ないような驚異的

な経済成長あるいはその後の成長が持続した。山村からの人口の急激な流出はこれと

表裏一体の現象であり，その結果，ある程度の余裕を生じた国の財政が，急激な人口
はたん

減少によって従来の生活パターンの破綻をきたした地域に，生活基盤整備のための直

接の支援を行おうとしたのが，いわゆる過疎対策の基本的理念であった。

平均値的山村
の歩み

山村と呼ばれる地域の面積の大部分を山林が占めることから，山村の基幹的な産業

は林業であるとアプリオリに考えられやすい｡しかし国土の70%を山地が占める日本

では，少し前までは多くの山村の生活は自給農業を基調とし，それに多種多様な生産

活動を組み合わせて成り立ってきた。

日本の人々は，可能な限り水田を造成し，米作りを追求してきた長い歴史を持つ。

かつて主穀生産を焼畑のみに依存したような集落でも，時代の進展の中で，労苦を重

ねて水田が開かれた。そしてこれに鳥獣・淡水魚の捕挫，きのこ・山菜類の採集，薪

炭の生産，さらには用材の搬出といった生産活動が組み合わされて，平野部の水田卓

越農村とは比較にならない複合的な生産体系力城立していたのが普通の山村の姿であ

った。その複雑さの度合いは，基本的には水田の面積によって決まっていた。すなわ

ち，水田が多いほど生産構造は単純になるということである。

このような中に，都市から比較的近かったり，徳川時代の藩の政策等によって特定

の市場と結び付いた○○林業地と呼ばれるような林業特化山村が生まれてきたのが実

状なのである。木炭生産はもちろん山村の重要な産業であったが，それも消費地から

遠い山村で大量に生産されるようになったのは，昭和になってから，特に戦時中のこ

とである。戦後しばらくたってからの拡大造林の多くは，このようにして生じた伐採

跡地に，かなりの公的な資金を導入してなされ，その結果1千万haを超える世界一の

面積の人工林力誕生した。しかしこれらの中には，天然林の伐採跡地に植林したにす

ぎず，育てて伐って売るという育林のサイクルを一度も達成していないものがかなり

ある。加えてその後の経費の上昇と人手不足で放置されているものも少なくない。こ
*早稲田大学

教授
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のような所では，林業が一度も成立したことがないと言っても許されるであろう。

昭和も30年代後半になると，燃料革命により木炭の需要ｶﾖ急減する。当然ながら木

炭生産に従事していた人々は別の糧を求めることになるが，この時期に同時にかなり

の植林事業が全国で続けられたことを忘れてはならない。重要なことは，当時は木材

の価格はかなりの上昇傾向にあり，育林という投資が十分利益を生むと考えられてい

たことである。さらに分収造林という方式が普及したこともあって，造林には相当の

公的な資金が導入された。したがってこの時期に新規に造林事業に従事するようにな

った人は相当の数に上るはずである。

極論すれば,この経済の大転換期に造林事業がかなりの規模で実施され,山村の人々

の就労の場となったことは，かえって山村の人々の時代の転換に合わせた新しい生き

方の成立を阻害したのではないかと，筆者は考えている。国公私有林を問わない拡大

造林事業は，それまでの複雑な山村経済の成り立ちに比して単純ともいえる賃労働を

生ぜしめ，しかもその作業のきつさと就労日数の不安定さゆえに，都市で働く可能性

を持った若年層には受け入れられなかった。

木炭の価値の低下が山村経済を破綻させたとは,よく言われるところである｡このこ

と自体は決して間違っているとは思わない｡しかしこの後,家を受け継ぐべき人までが

都市へ多数流出したのは，都市が成長する過程で，人が流入しやすいように都市基盤

や企業の体制，さらには情報が整えられたことが極めて大きく作用している。仮に木

炭が商品価値を持ち続けても，この作業が若者にすんなり受け継がれたとは思えない。

一方，過疎対策等のために道路建設をはじめとして大量の公共投資がなされ，ここ

でもかなりの労働力需要を生じ，どの山村でも多数の小建設業者が誕生した。そして

やはり比較的年齢の高い層がこれに従事した。要するに，高度成長期の山村にはかな

りの労働力需要が生じたが，その仕事は，容易に都市で就業の機会が得られる若年層

にとっては決して魅力のあるものではなかったのである。道路の整備はまた，ある程

度の範囲の山村から都市への通勤をも可能にさせ，このことが従来の生活パターンを

さらに大きく変えていった。

冒頭に述べたように，日本社会は，他に例のない速さで出生率を低下させ，一方で

類を見ないような経済成長を実現した。大量の人口を吸収した大都市も，その経済力

を基盤に，過密による混乱をかなり克服してきた。このように都市生活がはっきりと

定着してしまった時代に，かつてのような数の人口が山村に住むことはあり得ない。

このことを，まずはっきりと認識する必要があろう。

人口減少が続いている山村では，常に人が減ったことを理由に地域生活の困難さを

語る。しかしこのこと自体からは何も生まれない。前にも述べたように，都市が激し

く自己変革を遂げつつ産業を発展させ，多くの人口を吸収していった時代に，山村は，

どちらかというと目先の就業の場の確保対策に追われ，単純な賃労働の場をある程度

増やすことはできたかもしれないｶﾐ，この大変革期に，新しい山村の生き方を編み出

すような産業や人材の育成に，じっくりと力を注ぐことができなかった。優遇措置を

取っての誘致工場も，景気の動向によっては切り捨てられるようなものが多かった。

過疎があらわになったということは，従来の行き方では地域は保てないということ

である。この時点で腹を据えて，「山村とは，非常に少ない数の人間が広大な空間を面

林業技術No.6311994.10
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産業組織のあ
り方について

倒見ている地域社会である」という発想を出発点に置き，少ない数の人間が山村空間

をどのように経営すれば，そこに次の世代にも支持される暮らしが可能になるのかを

追究するしかない。これは，多数の論理の上に成り立っている都市社会とは別の仕組

みを持つ，いわば先進的な少数社会を，あらゆる機動力を駆使して作り上げることに

ほかならない。人が少ないという理由で計画倒れになるようなことは排し，あくまで

人の数と構成を出発点として，ときには外部から人材を募って地域の諸計画を立案す

べきである。そしてこれを真剣に積み重ねる過程で，新しいシステムを作る能力を育

てていくべきである。交流による刺激も大きな力となる。これは，外部社会の変化に

引きずられてずるずると変化してきた山村社会が，自らの判断とヒューマンな力の結

集によって新たな出発をすることだと言ってもよいであろう。

このことが困難なことは論を待たない。しかし近年は，自治体の取り組みの中にも

この趣旨に沿う試みが見られるようになってきたし，その中には他の見本になるよう

なものも生まれてきている。このような試みを成功させるためには，産業組織を真の

意味で現代化することと，地域社会をいかにすっきりと面倒のない形に変えていくか

という二つの面をきちんと押さえておくことが，まず大事ではないかと思う。

今の若者は，全国共通のメディアから極めて多くの情報を得ている。外国からの情

報もダイレクトに飛び込んでくるようになった。しかもそれらの情報の大部分は大都

市から発せられるものである。地域に育っても，いわばそのような現代に普遍的な感

覚に常にさらされていると言ってよい。したがって，若者の支持を受けるためには，

産業組織は，それ自体が現代感覚から見てわかりやすく，すっきりと理屈が通ってい

るものでなければ話にならない。組織の上に立つ人はどうしてもある年代以上の人が

多くなるが，このことが心底身にしみてわかっているかは，やはり疑問である。せっ

かく新しい産業組織が作られても，「こういう地域だからそこまではできない」とか，

｢今の若い者は根性がない｣というように，都合のよい言い訳を探して，おざなりなも

のにしていることがまだまだあるように思う。

若者は，最初から地域のために側こうなどとは考えない。自分が納得できる職場が

あり，そこをベースにした生活が自分にとって捨て難い価値となっていく過程で，仲

間とともにそれを包み込んでいる地域をもかけがえのないものと考えるようになるの

である。他地域での生活体験を持つUターン者であれば，そこにさらに比較という視

点が加わるから，なおさらそのように考えると思う。

「悠木の里づくり」と題して新機軸を次々と打ち出している熊本県小国町が，町と森

林組合と林家の出資で，町の林業を背負うべく，第3セクターの悠木産業株式会社を

設立したのは今から8年前のことである。この悠木産業は，ひと言で言えば，普通に

月給をもらって60歳の定年を迎えるまで働いて林業をやっていこうという会社であ

る。採用は35歳以下で，給与･賞与そして休暇などは役場職員と同じ，組織は事務・

営業・販売・企画を担当する総務課と，育林・搬出・加工・作業道などを担当する業

務課に分かれている。内容の問題だけではなく，表現も，森林組合労務班というのに

比べると現代的である。考えられた組織の原理をきちんと守りな力:ら，現在社員は44

名に増えている。

社員には新規学卒者のほか，元船員・自衛隊員・紳士服店員その他多彩な顔ぶれが

いて，真剣に技術を修得し，事故もほとんどない。筆者には，この状況を支えている

林業技術No.6311994.10
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地 域社会論

から

複合経営の意
味について

戸

、

のはいい意味での論理的緊張ではないかと思われる。そのように仕事ができていると

すれば，これは紅職のあり方が人間を高度に成長させていることになるし，その人た

ち自身が活性化していることになる。

このような組織が作られ，維持されていく陰には，もちろん多くの知恵が働いてい

るに違いない。しかし何よりも大事なのは，現代に通用する普遍的な原理を踏まえで，

みんながそれと違和感を感じなくなるように成長することである。ここから身近な素

材と空間を新しいセンスで使いこなすこと力:可能になる。そして，かつての山村には

なかった魅力ある場が生まれてくるのである。

山村は平野部の農村に比べて，各集落の独立性は非常に高い。険しい地形で隔てら

れている場合もあり，隣の集落まで何キロもあるのが普通である。かつての日常は，

集落から一歩も出ないことは珍しくなかった。そこでは多くの年中行事や相互扶助の

仕組みが育ち，生活を支えてきた。いわゆる部落有林が形を変えて残っている集落も

まだまだある。しかし，今や家の数は減り，高齢化が進んだ結果，かつて作られた仕

組みが機能しなくなってきた。このような状態で，人が多い時代に作られた仕組みを

無理に働かそうとすると，必ず不都合が生じ，だれかが疲れることになる。

一方，今は人々の行動は決して集落の中に閉じこもってはいない。かなり遠くまで

の通勤も珍しくはない。個々の集落が少数化したこのような状況の中では，集落レベ

ルの付き合いのみに閉じこもらず，むしろ積極的にそれを超える地域社会的母体を作

ることが，これもわかりやすくて現代的な行き方ではないかと思う。若者が都会を目

指すいちばんの理由は，狭い地域のしがらみから解放されることだというのは，今も

事実である。過鯛上は，先祖から与えられた地域社会の枠を，大きく自由なものに変

えていくチャンスでもある。

立派な産業組織ができても，地域社会の中で自由が奪われては現代人は生きてはい

けない。少数の人で伝統を守ることに疲れていては，不幸と言うべきであろう。いろ

んな付き合いがあり，いろんな楽しみが新しく生まれてくる状態は，人が減っている

地域では，何かを否定し，意識して別のものを作り出さない限り，生まれない。つい

30年あまり前までは，電話も自動車もない生活だったことを忘れてはならない。新し

い道具を使いこなす中で，人の付き合いの単位とネットワークを考え直していかない

と，ますます地域社会は行き詰まってしまう。

産業には盛衰がある。苦しいときにどの程度頑張れるかは，地域社会そのものの魅

力によって大きく左右されることを知らなければならない。都市では異業種交流が盛

んであるが，このようにある広がりの中に支え合う仲間がいて，ときに楽しい集まり
があるような地域社会を新たに作っていくことこそ，大いに将来の産業発展にかかわ

ってくるのであ尋。
1

最後に，山村の灌業は基本的に複合経営であるべきという指摘をしておきたい。基
本的に社会の近代化は分業化の歴史でもあった。特に都市における工業生産はそうで

あった。しかし，都市においてすら，現代の主役であるサービス業などは，必ずしも

分業を前提としなくなってきた。激しく進歩する情報通信機能を駆使して，少数の人

間が多くの分野を統括してマネージメントするような時代を迎えている。

人の数が少ない山村においては，もともと社会的分業が成り立ちにくいことに加え

林業技術No.6311994．10
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おわりに

て,1つ1つの産業の生産力は限られ,平野部に比べるとはるかに複合的な経済の下に

歩んできた｡しかし,各地で一斉造林や道路建設のための投資力糟加するにつれて，こ

れらの専業賃労働が増え,むしろ経済活動は全体として単純化に向かった｡このような

労働では仕事の付加価値も高くはならず，しかもその事業主体である森林組合や小建

設業者は少なからず前近代的なシステムを持ち，次世代が受け継ぐ魅力に乏しかった。

一つの産物を世に送り出すにも，その一次生産のみに単純に従事していては，とて

も付加価値からの取り分は受けられず，低い所得に甘んじなければならない。筆者も

加わっている国土庁の過疎問題懇談会でも，「地域生産物に係わる生産･加工･流通・

販売といった分野を地域で一貫して行うなど，一つの価値を複合的に利用し，全体を

マネージメントする『複合的経営手法』の積極的導入」を，このほど強く提言した。

これは何も今に始まったことではなく，例えば天龍川上流の龍山村森林組合では，

昭和48年に「苗木から住宅まで」を合言葉に，住宅施工販売会社を設立しているし，

前述の小国町の悠木産業㈱でも，住宅施工に進出している。今やこの程度のことは一

般化しつつあると言ってよい。筆者はこれに加えて，山村の少数の人々が高い所得を

得るためには，少数のしっかりした組織が異業種的な仕事を積極的にその中に取り込

み，仕事を増やし，マネージメントの工夫と技術の蓄積によってコストを下げ，付加

価値を高めるぐらいのことが必要だと考えている。

例えば林業のような自然を相手にする産業では，年間を通じて1人の人間が同じ作

業を続けることからして困難である。ある程度のトレーニングによっていくつもの種

類の仕事をこなす人は少なからずいる。林業のみにこだわらず，林業・建築業。建設

業・製造業・販売業・サービス業などをきちんとしたマネージメントの中に組み込み，

季節と受ける仕事の量に応じて人材を使い分けるような仕組みこそ，所得を高めつつ

最も進んだ少数社会を実現する原理ではないかと考える。

チェンソーを毎日のように使用していては，白ろう病を防ぐことはできない。その

人の就業プログラムを，いくつかの種類の仕事を組み込んだ形できちんと立て，本人

もその意味を納得して働き，何種類かの仕事の技術を蓄積していく。少数社会が輝き，

都市とは異質の安定した社会になっていくには，安易な分業を排する姿勢が必要であ

ろう。新しいタイプのマルチ人間が山村に求められているのである。

付け加えれば，小さな町村役場において縦割りの分業システムを貫くことは，担当

者が1人きりになるということであり，決して益をもたらさないであろう。特に，オ

リジナリティが求められるような仕事を，担当者が1人で抱え込み，悩むだけで時間

を費やすのは愚の骨頂である。複数のスタッフから成るチームに，いくつもの仕事を
任せるほうがきっとよい結果を生むはずである。

今やかけｶﾇえのない森林の保全・育成に対する認識が強まってきた。これからの山

村では環境保全にかかわる仕事も増えるであろう。従来の意味の生産活動に加えて，

このような仕事，場合によってはレンジャー的な仕事をもうまく組み込みつつ，山村

地域の空間を総合的に管理しつつ，少数の人々による付加価値の高い生産システムを

作ることは決して夢ではないと思う。そしてさらに，人間が使うために植えて育てた
さ

木以外は商業的に伐ってはならないというルールが国際的に認められるようになれば，

林業はまた全く違った価値を持つものになるであろう。すでに動物についてはかなり

そのように動いてきているのであるから，これも夢とばかりは言えまい。＜完＞

林業技術No.6311994.10
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1°狭まる，山村におけるモノ作りの条件

「木材，シイタケ，肉牛の生産を行ってきたが，

この1～2年ほど厳しいことはない。それまでは，

1つの産品の価格が下がっても，ほかのものでカ

バーできていたが，最近はすべての価格が下がっ

ている。こうした状況では生活できない｣｡林業立

村で知られる宮崎県諸塚村での農林家の言葉であ

る。それを裏づけるように，大部分の農林畜産物

において国内生産のシェアは近年縮小している。

例えば,乾シイタケは1985年までは輸出産品であ

ったが,93年には国内消費量の約半分が外国産の

ものに取って替わっている。明らかに，中山間地

域におけるモノ作りの条件は狭まっている。その

中で，森林や農地の荒廃化が危愼されているので

あり，何らかの緊急な支援策（農林産物の価格支

持や直接所得保障等）が必要となっている。

しかし，こうした中にあっても，手をこまねい

ているだけではなく，各地で様々な努力が続けら

れている。特に，九州は他地域に比べて農林業就

業者が多く，「村おこし｣が活発な地域である。だ

が，先進事例とされてきた所でも様々な課題を抱

え，「村おこし｣と一口でいっても，その方向性や

手法は多様である。また，「地域資源｣のとらえ方

や「商品化」の方向も「村おこし」が提唱された

ころからは変化している。そこで，本稿では,70

年代後半以降の「村おこし」の展開と関連づけて，

九州の中山間地域で地域資源の掘り起こしや商品

化がどのように取り組まれてきたかを整理する。

そして，21世紀に向けて今日，何力乱必要とされて

いるかを述べることにしたい。

2．「一村一品」運動提唱の背景と展開

（70年代後半～80年代前半期）

「村おこし」という言葉を耳にするようになっ

たのは，大分県の平松守彦知事が「一村一品」運

動を提唱した1979年ごろからである｡大分県大山

町は，それに先立って，すでに60年代から「梅，

栗植えてハワイに行こう」というキャッチフレー

ズの下で，農家所得の向上と人材作りの取り組み

を始めていた。しかし，その成果が現れ，全国的

に脚光を浴びるようになったのは70年代後半か

らである。

70年代後半というのは，「高度経済成長」から

｢低成長｣期に移行した時期である。大企業の｢減

量経営」によって都市の人口吸引力が弱まり，政

策的にも77年に第三次全国総合開発事業によっ

て定住構想が打ち出されていた。こうした背景の

下，地域の生産や生活環境などの様々な課題を地

域主導の下で解決し，定住条件を高めようとする

運動が各地で取り組まれた。特に，「村おこし｣と

いえば「一村一品」といわれるように，地域に適

した農林作物の導入や商品化が困難であったもの

の加工品開発による特産品作りが盛んとなった。

大山町では，各種果樹の導入とジャム加工，製

材工場から出るオガクズを利用したエノキタケ栽

培などに取り組み,60歳未満の男子専従者のいる

専業農家数は1975年のわずか11戸（1.5％）から

85年には63戸（9.1％）へと増加し，農協の販売

事業高も飛躍的に伸びたのである。

林業の面でも，この時期，各地の森林組合が小

径木加工事業に取り組み，間伐材の有効利用とそ

の商品化が図られた。

「村おこし」の成果として，青年のUターンや

新規学卒者の農林業就業，加工工場での雇用増加

も進み，過疎化に歯止めがかかった山村も少なく

ない。まさしく，「地方の時代｣を予感させる時代

であった。

林業技術N0.6311994.10
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3．80年代後半期の混迷

しかし，80年代，とりわけ後半期には日米貿易

不均衡の是正が外圧となり,｢外需依存から内需依

存経済へ」と日本経済の大転換が図られる。その

下で，いわゆるバブル経済の時代が到来する。円

高の進行，金余りによる株や地価の高l朧，サービ

ス産業の肥大化，大規模開発などが特徴であるが，

それらは東京一極集中をもたらす。

産業構造の変化の下で，全国的に見ると農林業

生産の大幅な縮小が見られたわけだが，九州の中

山間地域では過疎化の進行にもかかわらず，農林

業生産額が増大したため大いに注目された。これ

を可能としたのは,施設園芸的な作物の導入と｢高

品質」で「高価格」の商品作りが進んだためであ

る。販売方法は，産直方式による独自ルートを確

立した産地もあるが，ほとんどは卸売市場を経由

する既存の流通ルートによるもので，「高品質｣な

地域おこし産品としてブランド化が図られた。低

価格品は急速に輸入品の割合力糟していたこと，

消費構造としてバブル景気によって高価格品の需

要が一定程度あったことが背景にあった。野菜や

果樹，特用林産物，果樹等いずれもそうした方向

で生産振興がなされ，例えば，温州ミカンはハウ

スで作った時期はずれのミカン作りが追求された。

乾シイタケは品質のよいものを1つ1つ和紙に包

んで，桐箱に入れるなど，華美包装による差別商

品化も見られた。流通段階や量販店スーパーなど

の小売り段階における取り扱いやすさ，見栄えと

いうことが基準になっていても，「高品質｣という

方向が「消費者ニーズ」という言葉で語られ，そ

の構造に産地が合わせることが「村おこし」産品

を維持する道とされたのである。

しかし，常に同質のものを一定のロットで要求
とうた

されるため，対応できる産地に淘汰されていった。

産地として生き残った場合も，「高品質｣を追求で

きる専業的農家層とできない農家屑（兼業農家や

高齢農家）の間で選別強度などの点で意見が対立

するといった場面が多くなったといわれる。

まさしく経済全体の動きと同様に，市場経済万

能，効率重視という弱肉強食の競争に巻き込まれ

林業技術No.6311994.10

た混迷の時代といえるのではないだろうか。

特に，商品化の方向として問題だと思うのは，

｢高品質」「消費者ニーズ」の内容についてである。

施設園芸作物の生産者から,｢市場に出すものとは

別に，自分の家で食べる野菜は露地で栽培してい

る」という話をよく聞く。商品知識をいちばんよ

く知っている生産者が食べられないものを作らざ

るをえない，という構造はどう考えても納得がい

かない。

地域資源の有効利用という点からも次のような

首をかしげたくなる事態が広がった。第1は，特

産加工品作りについてである。産地間競争が激し

くなる中で，加工事業の採算維持のために，原料

に安い輸入農林産物が使用され,地元資源から誰
り

離している事例。第2には，畜産における林野利

用の問題である。九州の中山間地域は繁殖和牛の

生産基地であり，原野やクヌギ林での放牧，採草

利用が広く行われてきた。シイタケ原木林の育成

を促す混牧林として，また，阿蘇久住の原野地帯

ではそれ自体が観光資源としての意味を持ってい

る。しかし，高級和牛価格は堅調だったため（バ

ブル崩壊と同時に暴落),サシの入った高級品指向

が強まり，濃厚飼料を用いて舎飼い期間が延長さ

れ，林野利用の低下がもたらされた。さらに，第

3に，現金収入にすぐに結びつく作物に傾斜する

あまり，地力が急速に失われたり，農林地全体の

保全はないがしろにされることである。これまで

の資源を食いつぶすような，こうした方向力弐強ま

っている点も指摘しておきたい。

辛口の論評となったが，問題点をリアルに認識

するところから，新たな展開が可能となるのでは

ないだろうか。要は，地域が都市の論理で無批判

に商品化を推し進め，生産者と消費者が分断され

たままでは，問題の解決方向は見いだせないよう

に思う。

4．都市と山村の交流を基礎にした事例の紹介

以上のような既存の流通ルートを前提とした展

開に対して，都市と農山村が直接結びつくことを

重視して「村おこし」を行う，という方向が近年

強まっている。90年代に入って，有機農産物の産
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②大分県玖珠町（台風の森林被害を契機に民間

交流事業を進める）

直，ふるさと宅配便，山村留学制度，オーナー制

度など，これまでにも増して交流を重視した「村

おこし」の事例が広がっている。さらに，山村の

側から積極的に取り組むユニークな事例が見ら

れる。

①大分県大山町（アンテナショップによる手作

り産品の販売と情報発信拠点作り）

一
一

砂
珂

玖珠町は筑後川上流に位置し,1991年の台風19

号によって町内森林の約2割に壊滅的な被害を受

けた。村おこしグループの「夢創塾」を中心とす

る住民は，被害の深刻さを筑後川の水を利用して

いる福岡市の市民に伝えようと,92年,93年に｢ふ

るさとキャラバン隊」を企画した。福岡市に出向

いて被害の現状を訴え，風倒木クラフト教室，農

産物や特産品の販売，伝統芸能の実演などを行っ

た。これを福岡市南区にある団地商店街の人が知

り，団地自治会有志に呼びかけて「福岡と玖珠を

結ぶ会」を結成，団地祭りに参加するなどの交流

を行っている。玖珠町の森林被災に対する具体的

な支援策を練り上げるという段階に至っておらず，

腱林家の所得向上に結びついたわけではない。し

かし，その行動力はこれまでに見られなかったこ

とであり，今後の展開に注目したい町である。

（写真提供玖珠町）

③熊本県小国町（木造建築作品作りによる木材

需要開発）

九州経済調査協会の調べによると，94年3月現

在,福岡市や熊本市などで10地域がアンテナショ

ップを開設しているが,8つは90年代になってか
こ

らのものである｡大山町農協は,90年に町内で｢木

の花ガルテン」という喫茶店と販売所を開設した。

好評なため,92年には日田市郡の6市町村が共同

で福岡市南区のスーパー内に同名のアンテナショ

ップを，次いで93年には東区に111]単独で開設し

た。販売実績を徐々に上げ，昨年は3つの販売所

で約7千万円（農家直販分のみ）の取り扱い高と

なっている。その大部分は露地野菜であり，自家

野菜生産の延長として老人や婦人が生産の担い手

となっている。ほかに，天日干しのシイタケ，干
たけのこ

筍，山菜類などの林産物,豆類,婦人グループが
輩んじゆう．

作った饅頭やカリントウ，四季折々の野の花な

ど，手作りのぬくもりを感じるものばかりである。

品物それぞれに生産者の名前と住所，それに価格

が記入され，その価格は出荷者自らが決定するシ

ステムになっている。そのことによって生産者と

しての責任と同時に誇りを感じ，さらに，老人や

婦人は自ら力職いだお金として，大手を振ってへ

そくりをし，旅行に行くなどの余裕も生み出して

いる。また，福岡のショップで購入した消費者ｶ§

週末にはドライブで大山町に訪ねてくるなどの効

果も生んでいる。

（写真筆者撮影）

小国町では発想豊かな町長をリーダーに「悠木

の里｣づくりを行っている。その構想は，「農山村

ならではの本当の豊かさや暮らしぶり」の創出を

掲げ，その中核的シンボルとして，小国スギを用

いた公共施設の建設に力を注いでいる。町と森林
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組合は研究費を出し合って，トラス工法という独

自の大型木造建築手法を開発，建築基準法の特例

措置の適用を受けている。しかも，著名な建築家

に設計をまかせ，物産館，体育館，小学校，保育

園，森林組合，家畜市場などを次々に建設，町全

体が建築作品の展示場となっている。

木材は毎日消費者が購入して消費するものでは

ないので，都市と山村の交流の中で産直住宅など

の形を取っても販売ルートを確立することは非常

に難しい。しかし，逆に食品は食べればなくなる

が，木材は建築物として半永久的に存在する。町

並みをデザイン化し訪れる人に町をアピールする

効果は大きく，特産品販売も増加している。また，

木造の家畜市場でコンサートを行うなどユニーク

なイベントも成功させている。

特に,観光客の増加や芸術家の移住が進み,様々

な交流活動を行う中で，町民が自らの住む町を見

つめ直し，勇気づけられたこと力撮大の効果であ

ったのではないだろうか。l､ラスエ法による木造

建築物は，その後民間の喫茶店，銀行，ガソリン

スタンドなどでも採用され，木材の需要拡大につ

ながっている。また，若手の製材業経営者が連合

で住宅生産会社を設立するなど，木材業界の活力

も高まっている｡(写真筆者撮影）

④熊本県阿蘇町（田園リゾートを中心にトラス

ト型による農林地保全を目ざす）

ようだが，若手農家の熱意や熊本市の生協会員た

ちの関心の高さを知ることによって，運動の輪が

広がっていった。特に,安全な食糧を確保し,ゆっ

たりとした余暇を田舎で過ごしたいという都市住

民の渇望は予想以上に大きいものがあったという。

現在，熊本の生協組合員や地方企業などの出資

を集めて，グリーンストックという組織を作り，

地元共有林野を借り受けている。その中で，体験

型の様々な遊びを提供して環境教育の場として活

用し，会員自らがログハウス作りができるような

体制を整える計画である。また，交流の宿泊施設

を整え，アグリカルチャースクール｢阿蘇百姓村」

などの手作りリゾートを始めている。

（写真提供阿蘇グリーンストック設立準備会）

5．まとめ－21世紀に向けて－

いずれの事例においても，単なるモノを介した

一過性のものではなく，都市との交流を模索し，

継続したストーリー性のある展|粥が見られる。確

かに，「交流を基礎においた村おこし｣はすぐに所

得増につながったわけではない。また，生産物の

多くは既存の流通ルートに乗っている。しかし，

｢交流｣は生産条件としては非常に厳しい状況にあ

る中山間地域に，そこで生活をし，農林業を続け

ることに誇りを与え，投げやりにならずに自らの

位置を達観視できる，という効果をもたらしてい

るように思える。

「交流」を通じて都市住民の中山間地域へ:

：の理解を高めることは，これまで日本が突き

¥進んできた効率偏重の経済構造や生活様式を

！見直す,つまり｢豊かさ｣のあり方を転換さ
ムせることにつながる。「村おこし｣が単なる危

卿機のガス抜きであったり，先進地だけの1人
ロ勝ちに終わることなく，国を挙げて中山間地

域に支援が必要である，というコンセンサス

作りに発展することを願わずにはいられない。

（九州大学農学部林学科）

【参考文献】

1)崎戸宏史：「九州における都市農村交流」（『九州経済調
査月報1994年3月号』)，九州経済調査協会
2)佐藤誠編：『阿蘇グリーンストックー農と生命の危
機のなかで』，石風社，1993年

一ニーー
ーーー宝一

一

阿蘇町は，農林業従事者の高齢化が進み，集落

による草地管理の困難化に直面している。その中

で,田園リゾートの取り組みは，「都市住民の理解

の中で農林業生産継続の資金も獲得するような事

業を行うべきだ」という若手農家の運動がきっか

けとなって始められた。当初は，地元農家や町役

場はよそ者を受け入れることに抵抗を感じていた
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広葉樹中心の地域森林を活用した

島根県匹見町の取り組み
いぐちたかし

井口隆史
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匹見町の概要と森林利用の推移

本町は，3万ha余に及ぶ大きな町域を持つが，

そのうち林野が2万9千ha弱を占める山村であ

る。林野の91％を民有林が占め，民有林の大部分

は私有林である。民有林の内容を見れば，人工林

率は30％弱と低いが，面積は7,800haを超える。

しかし,これら人工林のほとんどは1950年代末以

降造林されたものであり，初期の造林地もいまだ

伐期には到達していない。現在活用可能な森林は，

天然広葉樹林のみである。

匹見町では，古くからタタラ製鉄（大量に木炭

を使用する)，木地師による各種の木工品の生産，

製炭，木材生産等が盛んに行われてきた。また，
いわみ

コウゾ，ミツマタを原料とした石見半紙の生産，

渓流を利用したワサビ生産等も加え，森林を多様

で循環的に利用しつつ生活してきた歴史を持って

いる。戦後においても，高度成長期以前の匹見町

の地域経済は，わずかな耕地と豊富な森林という

地域の条件に対応した自給的農業と木材・木炭に

ワサビ等の林産物を加えた現金収入で成り立って

いた。とりわけ木炭生産は，1957年のピーク時に

は，岩手，高知に次ぐ生産県であった島根県の中

でもトップの生産量を誇っていた。当時の人口は，

7,500人を超えており，かつての匹見町の森林は，

実に多くの人口を抱えるだけの力を持っていたの

である。

ところが1955年には7,550人を数えた匹見町

の人口は，以後急減する。特に1960年から65年

にかけては減少率26.8％を示し，当時全国一の人

口減少自治体として有名になった。この主な原因

は，燃料革命と産業構造の変化による木材・木炭

業の衰退であった。さらにそれを加速したのが，

63年の豪雪と64年の豪雨災害であった。

その後一時的には，かつての薪炭林を対象にパ

ルプ原木としての利用が行われる。しかしそれは，

大面積の森林を対象とする大規模生産であり，ピ

ーク時には10万nfを超える生産が行われるが,人

口減の歯止めとはならず，やがて豊富であった広

葉樹資源も枯渇化し，伐出ブームは去るのである。

90年の国勢調査結果によれば,匹見町の人口は

2,173人でありピーク時の3割にも満たない。し

かも人口減少は依然として続いている。その結果，

人口の年齢階層別構成はアンバランスで，高齢者

の割合が圧倒的に高くなっている｡匹見町の65歳

以上の高齢者率は31.1％であり，高齢化が進む島

根県の中でもとりわけ高齢化が進んだ地域となっ

ている。

ざせつ

｢緑の工場構想」とその挫折

こうした人口流出に歯止めをかけるべく，町内

に就労の場を作ろうとしたのが62年の町による

造林班の組織化（ピーク時128名）であり，本格

化するのは64年に打ち出された「緑の工場構想」

以降である。これは，公団造林等の機関造林を積

極的に導入し，町が直営で，自ら組織した造林班

によって実施するものである。つまり外部資本の

導入によって山で働く場を作り出し，長期間の雇

用の場を確保することによって，企業誘致以上の

効果を期待し，ひいては将来の地域の財産造成に

も結び付けようとする構想である。そしてこの構

想が打ち出された翌65年以降,増減はありながら

林業技術No.6311994.10
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も町内全体の造林は,73年まで一定の水準で実施

されていた。しかし,80年代に入り機関造林が減

少するに従って継続が困難となり，町内の造林総

面積も減少に向かう。このように，町の命運をか

けて取り組まれた「緑の工場構想」も，挫折を余

儀なくされたのである。

地域再生への模索と都市・外国との交流

一方こうした中で，町の将来に危機感を抱いた

商工会の若手グループの中から，状況を打開する

には自分たちが身銭を切り，リスクを負ってでも

新しい取り組みを行う以外にないという声が上が

り，1979年に匹見町産業開発組合を設立する。彼

らは，「風土に適した産業の発見｣というテーマで

模索を始め，2年間の調査・研究の結果，匹見町

の風土に適した産業は，地域特産品の開発，地域

の特性を生かした観光開発，加工工場の設置の3

点によるしかないという結論に到達した。

地域特産品としては，ワサビが高品質で従来か

ら地域特産品として生産されていたので問題なか

ったが，観光開発と加工工場の設置については具

体的な内容を探しあぐねていた。

たまたま訪れた機会は，ニュージーランドのワ

ナカ町が，木材を利用した迷路や木製パズルを集

めた施設によって，たくさんの観光客を集めてい

るという情報を得たことであった。さっそく視察

団をニュージーランドに派遣し,1984年には観光

開発のためにメイズ（木製の巨大な迷路）を導入
みやげ

し，観光土産としてパズルや木工品の開発を行う

ことを決定するとともに，ワナカ町と国際姉妹都

市提携を結んでいる。

そして，町内の森から生産された間伐材を利用

してメイズを建設し，メイズに隣接してパズルの

生産，販売施設が，さらには，町民・観光客が自

由に出入りし，木工品の作り方を習ったり，作っ

たりできる木工芸創作館ウッドペッカーが建てら

れた。

一方,85年には森林レクリエーション施設とし

てレストパークが，さらに“森の器”という名称

でおわんなどの木工品生産にも本格的に取り組ま
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れるようになる。
Lネ

こうして，地域内に豊富にある森林資源を活か

した内発的なむらおこしが軌道に乗ることになる。

そして90年には,それらを集大成するシンボルと

して，廃校跡を利用したウッドパークが完成する

のである。

地域森林を利用した多様な取り組み

①パズルのコンペと生産

やさしそうで難しい。時のたつのを忘れてし

まう，楽しい「木のパズル」

ニュージーランドから導入されたメイズを観光

開発に，またメイズに隣接して建設されたウッド

ペッカーで生産されるパズルを観光客の土産物に

育成していくことで，木の町，パズルの町として

のイメージを高めていこうとするもので，地元の

広葉樹資源を活用することを目的として始められ

た。84年に「第一回匹見木のオモチャ・パズルコ

ンペティション」が町商工会の主催で開催された

が，世界で初めてのパズルコンペは県内外から大

変な反響力§あり，42点の応募があった。その後2

年に1度行われすでに5回を数えるが，第2回以

降は外国からの応募もあり，世界のパズルマニア

から注目される存在になってきている。

②森の器－101個のおわん



多様な樹種構成を活かした色とりどりの「森

の器」（101種のおわんの一部）

82年に組織された「匹見裏作グループ｣が，3

年間の技術指導を受けた後，協業体「第三林業開

発グループ」として，国の補助金を受けて施設整

備を行い作り始めたものである。ここでいう第三

林業とは，「伐採した木を丸太で売ることをやめ，

用途を決めたうえで仕分けして完全な乾燥材に仕

上げて，最終的には器や家具まで作る多様な技術

を持った，システマティックな林業」を意味する。

87年に東京で開かれた「日本の101村展」に101

種の広葉樹から作られたおわんを出品したところ，

4位に入賞し人気を呼んだ。これ以降，おわんを

中心とした木工芸品の生産に取り組んでいる。現

在では，サラダボール，皿，盆，等多様な製品が

開発されている。

③特産品の開発

特産品としては，古くから栽培が盛んなワサビ

や豊富な原木を利用したシイタケ栽培があるが，

さらにそれらに続く特産品として森林組合を中心

にナメコ（オガ粉栽培）の生産に取り組んでいる。

これは,85年に林構事業によって始められたもの

であり，当初計画ほどの展開は見られないが，総

販売額8千万円を超える産業として軌道に乗って

いる。

13

広葉樹林内を流下する清流を利用したワサビ田

④地域森林の観光的利用

町内には，西中国山地国定公園に指定されてい

る表・裏・奥の三匹見峡を代表とする美しい自然

があり，こうした自然（豊かな森と美しい水等）

を活かした観光開発力ざ行われている。裏匹見峡森

林公園には森林総合利用施設レストパークが作ら

れ，特産物を販売するコーナーを備えた総合案内

施設，バンガロー，キャンプ場，食堂・喫茶，バ

ーベキューハウス，駐車場，テニスコート等々が

整備されている。
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⑤総合化施設ウッドパーク える。

＊＊＊

以上のような多様なそして地域内発的な取り組

みによって，町内には近年75名分(臨時雇用は除

く）の新しい雇用の場が創出されている。人口2

千人程度の町にしては大変大きな数字である。売

り上げも総計すれば数億円規模となっている。今

後，グリーンツーリズムが盛んになれば，さらに

発展する内容を持っているものと思われる。

（写真は匹見町作成のパンフレットより）

ウッドパークの外観 地域の課題と今後の方向

匹見町では，広葉樹材や森林そのものを活用し

た各種の取り組みが行われ，すでに見たように一

定の成果を上げている。しかし一方，町内の広葉

樹資源は，そのほとんどがパルプ材として立木の

まま販売されており，ナメコ生産用のオガ粉や木

工品の原料材も他地域からl購入していた。匹見町

の課題は，原料の地元調達と丸太を可能な限り地

元で生産し加工度を上げることによって付加価値

を高め，それを地域で獲得することであった。

現在，その課題への取り組みの一環として，森

林組合が経営する製材工場の施設・機械を一新し

つつある。これが完成すれば，豊富な森林蓄積を

地元需要や製品市場と結び付けることが容易にな

るものと予想される。大いに期待したいところで

ある。

（島根大学農学部生物生産科学科）

ウッドパーク内部(パズル館)。たくさんのパ
ズルに自由に挑戦できる

90年から活動を開始する益田農林匹見分校の

跡地を利用したウッドパークは，世界の珍しいパ

ズルや匹見の木製パズルを集めたパズル館，匹見

町と樹とのかかわりや101種のおわん等を展示す

る樹林館，その他食堂・喫茶室や研修室等から構

成され，別棟には宿泊交流館をも備える総合的な

施設である。これは，匹見町のこれまで行ってき

た取り組みを総合化するシンボル的な施設だとい

出T

b

青 年海外協力隊員募集1
両

青年海外協力隊員,平成6年度秋の募集が始まります｡世界約50カ国で
現地の人々とともに働きながら国造りに貢献する，技術協力のボランティ

アを募集します。

募集職種は約160種，一次･二次選考試験，約80日間の合宿訓練を経て

各国へ派遣されます。派遣期間は2年間です。
募集期間は平成6年10月15日（土)～11月30日（水）まで。期間中に
全国各地で募集説明会を開催｡協力隊紹介映画の上映のほか,協力隊OB･

OGの体験談もあります。お気1際にご参加ください。

お問い合わせ・願書請求は青年海外協力隊事務局（下記）まで。

〒150東京都渋谷区広尾4－2－24
（壷03-3400-7261）

識蕊
。
、

鵬
fﾛ

識

詮

が
。

~P＆

綱
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森林資源利活用の新しい波と地域の活性化
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東北でも，人工林だけでなく広葉樹天然林や森

林空間そのものを利活用することで新しい仕事が

生まれていたり，山間地における「村づくり」の

新しい型を示していたり，あるいは都市との交流

のあり方としてヒントになり得る運動が広く定着

しつつある。ここではそうした中から次の4つを

取り上げ，主に考え方と戦略を学んでみたい。

取り上げた事例の1つは，岩手県久慈市山根地
さうり駁い

区で木材工芸の工房を営む「木売内工扇の展開

についてである。2つ目は,マスコミ等を通じて有

名な大野村(岩手県)の木工芸の里づくりについて

である。3つ目は,久慈市青年会議所の運動とそれ

による地域の変化についてである。そして4つ目

が,同じく久慈市で活動をしている｢陸中工芸協同
こはく

組合」の考え方と「琉珀博物館」についてである。

1．「木売内工房」の目ざすもの

:
境を接する峠であり,かつて昭和40年代後半から

50年代にかけて,多くの集落が移転をした地区で

ある｡｢木売内工房｣は,地名が木売内という所の小

学校の廃校を利用している｡現在,木売内地区に居

住するのはわずか11戸にすぎない｡しかし,長内

渓流をさかのぼり小国川に沿って走る道々･は，広

葉樹の林力§続き四季折々の風情がすばらしい。

「工房｣では，アカマツ，ブナ，ナラ等地域で産

する材を使っての教育玩具が作られている。ある

いは幼児教育向けの机やイス，本棚，整理箱，そ

して教材である。特に子供向けということもあっ

て，ひとつひとつが手作りで，繰り返しカンナが

かけられ，子供が手にしたとき愛着ｶﾇ持たれ，大

切にされて，多くの人の一時期がそれらの教材に

染み込まれるようにと丁寧な作業である。

「工房｣で働くのは社長を含めても，いずれも35

歳以下の若い人6人である。女子の事務担当の1

人と社長を除き，職人は現在5人。すでに7年を

経過して経営は安定軌道にある。

経営内容に少し立ち入ると，製品の原料として

は地域に産するアカマツをメインにしている。材

の仕入れは，久慈市内の2社，葛巻町の1社，山

形村の1社と取引きがあり，いずれも製材業から

の仕入れである。原料の消費量はたかだか月当た

り4～5m3,年間でも50m3にとどまっており，

大きなものではない。したがって製材業の通常の

取引単位から見ると，「いい取引相手｣ではないか

もしれない。しかし，各取引先の製材業主は，木

材の復権，木のよさの再発見，需要拡大の立場か

ら協力的対応を示してくれているという。スタッ

フ椛成は次のとおりである。

社長……盛岡市出身35歳男，在山根地区6年

A……盛岡市〃34歳男，〃3年

B……東京都〃33歳男，〃半年

C……横浜市〃21歳男，〃4年

D……久慈市〃30歳男，〃6年

E……山形村〃27歳女，久慈市より通勤

ここで特筆しておきたい点は，経営の立場から

現在はいわば5名の工匠で行っているが，入社を

前提としての見学者が毎月訪ねてくるということ

である。

製品の販売は，木工品を専門に取り扱い，木工

品のよさをPRしながら販売活動をするグループ

があり，これらのグループ30社ほどに販売してい

る。これが主要なルートで，製品は首都圏の保育

園，幼稚園，小中学校に購入されている。もう1

林業技術No.6311994.10
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つのルートは，全国主要都市のクラフト店，工芸

店における店舗販売である。いずれにせよ，受注

生産という形となっており，実態は製造が追いつ

かない状況だという。こうした工房をいわば山間

奥地の過疎地に設立したことについて，社長の木

村氏は次のように語って､くれた。

「盛岡市の工業高校を卒業後,コンピュータ会社

に就職し，オペレータとして3年間東京暮らしを

した。自分の仕事と生活が自分で納得できるもの，

自分で，人々や，作った物の利用の様子などを通

して感じ取れるような，そんな仕事や生活をした

いという気持ちが，その間に徐々に募っていた。

盛岡へ房り，職業訓練校の木工科に入って木工技

術を身につけた。

今度は久慈市の材木店に就職して，自然物であ

る木のよさ，特徴を生かした商品開発に取り組ん

だ。残念ながら就職先の材木店力判産に陥ったの

で，その間に何度か訪れてとても気に入った地に

なっていた山根地区で，自分で工房を開く決心を

した｡優れた自然があり,すばらしい材料があり，

自然を上手に利用した農業があったにもかかわら

ず，人の住めない場所(経済的条件から)になって

いるのは，やはりおかしいし，東京の生活で感じ

ていたことを踏まえると，工夫しだいで生活も可

能なのではないかと考えた。何よりもそれが自分

の，こう生きてみたいという意志に忠実であった。

ここの自然はすばらしい。自然と人間の交流が，

渓流を通し，林や森を通しいろいろある。工房へ

の来訪者だけでも月に少なくとも10名はある｡地

域ならではの農業･農産物もまだある｡地域の人々

は自然を利用した生活用品製造の技術をたくさん

持っている。この地区に宿泊施設でもできると，

都市の多くの人とも交流できる空間となるだろう。

残念ながら地域に以前から残っている人々は高齢

者が多く，そうした発想も努力も，意欲さえ自主

的に望むのは無理だ。しかし，こうした点に行政

が協力してくれるのであれば，ここには新しい生

活空間が生まれるに違いない。そしてそれは都市

の多くの人と共有できるものなのだ」

この話の中には，これからの山村社会活性化へ
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の多くのヒントがある。そして，木村さん家族だ

けでなく，工房で働く人々と地域の人々は，7年

間を通して一緒にここでの生活を楽しむようにな

っている。 （写真提供木村氏）

2．大野村の「木工芸の里」づくり

大野村の地域

活性化への動き

は，「大野木工」

に象徴され,つとに有名であり，その限りで一定の

成功を収めているといえる。ここでは，その展開

における特徴をあらためて整理する一方，問題点

や今後に向けての課題を探り，大野型地域活性化

運動の有用性について，検討の素材を提供しよう。

大野村の地域づくり運動が大学の研究を受け止

めたものであることはあまり知られていない。そ

もそもは，秋岡芳夫氏を代表とする東北工業大学

の研究グループによる「コミュニティ機能再生・

増幅のための『裏作工芸』の実践的研究」の，い

わば実験台としてのコミュニティ再生運動を契機

としている。グループは，1978年から予備的研究

に入り,大野村とは79年からかかわりを持つよう

になる。80年から実践研究ということでコミュニ

ティ再生運動が大野村で具体的に始められた。

研究グループの考え方(研究目的）：研究グルー

プは，研究の背景なり目的として次のような整理

をしている。それは，生活に必要な「モノ」の生

産のあり方として，企業生産方式，産地生産方式，

コミュニティ生産方式（里もの生産方式）の3つ

の方法がある。これら3つの方法は現在も混在し

ているし，今後も混在する状態が望ましい。しか

し，里もの生産方式は衰退の一途にある。そして，

それは生活＝生産共同体の崩壊と軌を一にする。

日本社会の新たな諸要請に照らしても，里もの生

産方式の再生・増幅，生活＝生産共同体機能の再

生力§今，課題である，というものである。

そして，このグループが考えた里もの生産方式

は，「裏作工芸」という戦略である。「裏作」とは，

当該するものが主体となる生産物でなく，副次的

生産（物）であるということであり，農山村での

農閑期に，あるいは個人にあっては週末や夜間や



老後に，といった具合の意味である。「工芸」は，

次の4つの特徴を持ち，そして地域に4つの条件
かぎ

を与えることで地域が自律的な展開を遂げる鍵に

なり得るという。①高い付加価値②特産材によ

る素材から製品までの一貫生産，③移動技術（無

設備工法),④多品種生産。そして地域への条件づ

けとして，①生活者がいれば「あつらえ」モノを

使用することで，生活者が生産への参加というこ

とを復権していく，②自治体が工芸品の生産・販

売の一部にでも責任を持つことでコミュニティー

の回復につながる，③生活用品用具の工芸品での

置き換えによって，地域に個性的な生活環境を形

成できる，④省資源型産業として未来型だ，とい

うことを考えている。したがって，ここでは大量

生産が可能なものは作らないし，大量生産をしな

いし，また一方では，作家による美術品を作るの

でもない，ということで出発している。

大野村が実践研究の対象地とされた理由：研究

の実践対象地として大野村が選ばれたのは，コミ

ュニティー再生運動に位置づけられる出稼ぎ解消

のための木工玩具作りが大野村ですでに始められ

ていたことが大きく影響する。具体的には馬産地

であったことを背景にお土産ものの駒玩具作りが

始まっていた。この玩具作りを通して，秋岡氏は

大野村の人々と接触があったことも大きい。

こうした直接的条件に加え，研究グループは次

のような分析を行っている。①木工原料となる山

林資源が豊富にある，②工芸素材となる木の種類

も多く，価格が安い，③大野村は棟梁クラスの大

工が30人もいるという大工の村で,木工技術の伝

統もある，④リーダーたり得る人もいる，⑤年間

を通しての本業（農業，大工）への就労は難しく，

そうかといって副業が定着しているわけではない，

⑥個々の家に作業が可能なスペース，貯木可能な

場所も確保できる，⑦周辺には津軽塗や浄法寺塗

等があって木地の販売先としても条件を持ってい

る，等である。

実践研究（大野木工の里づくり）の展開：前述

の点から大野の「裏作工芸」は木工を軸に展開す

ることとしたが，その地域に定着する戦術として

17

は村民に広く開かれたイベントを通じて行うこと

とした。そこには地方に存在する大学の，地域に

開かれた試みとして，大学が外に出て行くという

考え方も踏まえられていた。こうして，大野木工

の里づくりの第一歩は，「大野村春のキャンパス

'80」として始動する。

r大野を里ものの里にできるか｣をテーマとした

シンポジウム，「冬の酪農」や「冬の木工｣等をテ

ーマにした講義,木の器の展示と即売，そして｢大
ひ

野の木で器を挽く」と題した木工実演，これらを

内容に3日間のいわば大野大学が開催された。こ

うした実践が,「大野村夏のキャンパス'80」「大野

村秋のキャンパス'80」「大野村冬のキャンパス

'80」と引き続き行われた。こうした実践の中で，

大野村に木工とチーズ作りのグループが芽生え，

成長してきたのである。このうち木工が地域に定

着するには，2年間にわたって「ろくろ師」の常

駐があったことを見落とすことはできない。

この間にはまた，村全体を工芸の村，手作りの

里とする「一人一芸の村」づくりという秋岡氏の

考え方を受け止め，高原野菜の里，酪農の里が内

実を作りつつある。高原野菜については，いわて

青首ダイコン，レタス，ワイ化リンゴ，ヒラタケ，

雨よけホウレンソウが産地化しつつあるし，酪農

では，付加価値を付けることを基本に工夫して，

バター’チーズ，アイスクリーム，ヨーグル1､，

ハム，ソーセージの手作り品が自らの食卓から

徐々に広がりを見せている。

大野村村づくりの現段階：平成3年には，大野

の村づくりを象徴する「産業デザインセンター」

がオープンした。この施設は，地域の資源を活用

した産業振興と都市住民との交流を目的としてお

り，ここにも大野の村づくりの発展の跡が見られ

る。地域の人々のためであるものが同時に都市住

民のためのものともなるという見方,思想である。

単に行政スローガンを受け止めたものでなく，木

工づくり，酪農加工品づくりの中から得られたも

のだけに貴重である。さらにこのセンターは,研修

機能,研究開発機能,生産機能,流通拠点としても

機能しており,新たな展開の跳躍台ともなっている。

林業技術No.6311994.10
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各機能を木工に即して見ると，まず研修機能は，

木工づくりのいわば後継者づくりの役割を果たし

ている。研修生には県外の者も多く，新たな定住

者としても期待される。研究開発と生産機能に関

しては，乾燥工程を一元的にセンターで受け止め

ることにより，作業能率の向上を期待できるとと

もに，他の工程での個性ある工夫，開発を容易に

するし，情報収集機能を持つことによってデザイ

ン開発の場となっている。

また，販売については，各工房が独自に顧客を

持っているほか，このセンターが受注の要として

機能しており，そうすることで販路の拡大とマー

ケットの安定が図られている。

しかし，もちろん課題は多い。①木工従事者は，

なお多くなく，その村内での裾野拡大が必要であ

る,②研修システムについても,技術を修得するま

でには長い時間が必要なだけに問題が残されてい

る，③消費者ニーズヘの対応が必要なだけにその

ニーズの受け止めと，それを製品化していく段階

でのソフト部分の担い手不足が目だってきたこと，

④素材の安定的入手について,また,その安定確保

のためのシステムと地域林業との結び付きの強化

の課題，⑤大野木工をトータルとしてコーディネ

ートする部分の必要性について。木工従事者は知

らずしらずのうちに工匠となり，作家となる部分

があって，地域の産業として展開する部分との調

整がとても大切である。（写真提供大野村）

3.r山根六郷研究会」の活動と成果

「山根六郷研究会」は，

久慈市の町中に住む商店

主等久慈青年会議所のメ

ンバー6名によって昭和

57年に設立された。平成5年現在の会員は10名

である。「研究会｣設立の背景には，青年会議所と

して取り組んだ「ふる里見直し運動」の活動実績

がある。市内に存在する，あるいはあったとされ

る文化マップを作成した際，山根地区が圧倒的に

多く，山根は「何もない過疎の山間地だ」と決め

つけてきた認識が大きな誤りであったことに気づ

く。地方とか地域のアイデンティティーを失い，
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画一化された都市の文化に塗りつぶされていく現

実。また，その展開の中に地域の発展とか活気が

感じられない。整理し切ったわけではないが，地
わざ

域の生活，自然を上手に利用する“技”と“食”

と“心”を記録しよう。ただ記録するだけでなく

伝承しよう。伝承するための記録づくりが必要だ。
いど

｢研究会」はこう考えて，「麻と暮らし」という16

lnnlの映画を制作した。麻の栽培から麻布のでき

る過程を中心に，山峡の生活の一部を記録したも

のである。自然を利用した“技”には，新しい技

術開発のニュースと同じく，らい感激したという。

この映画は山根の人々にももちろん見てもらっ

た｡その中で,これまでは都市化する生活様式の中

で"そんなものは"と捨てられるベクトルに位置づ

けていた“技”を見直し，伝承していく気持ちが

山根の人々自身に芽生えてきた｡"自身たちは価値

ある生活をしているのではないだろうか"･老人ク

ラブが中心になって民具資料館｢ふれあいの家｣を

作ることになった。山根の生活とそこでの生活の

手法みたいなものが息を吹き返した状況だ｡｢研究

会」はわずかの金と多くの汗を流して手伝った。

その内容は，水車の復元である。かつては，あ

る集落8戸の農家共同の水車であったが，復元の

ために補助金をもらったりして，集落全体のもの

として復元し，実際に農事儀礼に合わせた利用も

復興することとなった。水車で精米したり，つい

た材料で作る“食”の味はすばらしかった，とい

う婦人会が山根の味を復興した。食文化のいわば

伝承スタイルができた。町場の人にも味わっても

らうイベンI､を行った。過疎の山間地に1,300人

の人が集まった。今では，年2回の「水車祭り」

と毎月の「くるま市」をこの水車広場で開催して

いる。地元での町場の人と山間の人の交流が続け

られているのである。

こうした「研究会」の活動と山根の人々の地域

文化の見直しは，地域の若者にも刺激を与えずに

おかない。青年層の活動も目だつようになってき

た。しかし，現実に“金”のかかる生活を支える

ような新しいシステムができているのではない。

ここに問題が集約される。



しかし，黙っているとまちがいなく消失したで

あろう地域の生活と文化が，「研究会」によって，

再考，自覚の機会を与えられ，生活の継続と文化

の伝承のエネルギーを持った点は，重要な見逃せ

ない動きとしてとらえておきたい。

（写真提供山根六郷研究会）

4．「陸中工芸協同組合」と「読珀博物館」

久慈市小久慈町

に｢久慈琉珀博物

館｣がある｡博物館

に至る手前200m

ぐらいの所に，ログハウス風の展示販売所力渥っ

ている。「北リアスクラフト館」という。「陸中工

芸協同組合｣12社が運営する店舗である。平成6

年7月で,まる3年が過ぎた｡この館への出店数は

20社で,久慈振興局管内で作られるあらゆる種類

の工芸品が集まっている。「組合｣がこうしたクラ

フト館を作ったのは次のような考え方からである。

今日の日本では商品，文化，情報あらゆるもの

が東京発，となっている。東京にはない地域の生

活があり，それがゆえに生まれたクラフトという

に値するものまでが東京発の姿となっている。こ

の不自然さを素直に不自然なものと受け止めて，

地域生活のある所から情報発信をしよう。これが

出発点である。そのためには個々人や個別企業が

別々に行うのではなく，協同して行わなければ一
さお

方通行の流れに棹差すことはできない。協同組合

はまた，勉強会の場ともなっている。工匠の技術

は，別の種の工匠の技で磨かれることが少なくな

い。木工と板金とか，金属と木工とか，琉珀と金

属とか，技の交換が新しいものを生み出す可能性

は大きい。相互協力の中でデザインの勉強にもな

る。これら人の交流については，地元の人々だけ

でなく，東京の人々との交流も行っている。東京

には，現実のこととして，人も情報も集中してい

るからだ。そうして，東京に存在するいいもの，

質の高いものについては，仕入れてこの店舗で販

売することも行う。それは，ここが質の高いもの

の集積地となり，ここから情報発信の機会が増え

ることを望んでいるからである。

19

クラフト館を開くようになって強く感ずるよう

になってきたことは，こうしたクラフト館を軸に，

ここに若い人が集まれる空間を作っていきたいと

いうことである。若者が東京を志向する状況が地

方には，ある。この部分を少しずつでも自分たち

で変えていこうということである。時代を映す空

間としてこのクラフト館が機能すれば，若者は都

市環境の1つをこの館に見いだすことになる。こ

れまではこうした場がなかったのだ。その意味で，

ここは一方では自己主張の場ともなるであろう。

それは，作品を通して現れることもあれば，スト

レートに人と人との交流として意味ある空間とな

ることもあるだろう。

生活が楽しくなるような地域づくりを地域の若

者と一緒にしていきたい。今日の生活は，ひとり

ひとりの個性に合った生き方を追求できる空間と

いう点からとらえると，地方のほうが優れている

点が多い。そこではとりわけ自然と自然的素材が

豊かであり，生活の豊かさとは，この要素といか

にかかわるかによって実現される。

次に,｢琉珀博物館｣についても触れておこう。こ

の施設が実は地域振興を目的とした「誘致企業」

であることはあまり知られていない。「博物館｣の

全体像は,博物館部分のほか，「ショップ・クラフ

ト｣館,2つの｢ワークスタジオ｣そして『レス|､ラ

ン＆プチホテル｣,さらにはイベントの可能な屋外

広場にリスやシカなどのいる庭園が整備されてい

る。これら全体としての｢博物館｣に就労する人は

40人を超えている。いずれも20歳代が中心の若

い職場であり，「ワークスタジオ｣では琉珀加工の

技術を磨いている。経営者は東京に本社を持つ装

飾品加工ショップのオーナーであり，東京での賃

金水準がひとつ念頭にあるからか，ここの従業員

の給与は地域の平均を大きく上回るという。女子

職員が多く,地域における女性の職場としては,あ

こがれの所となっている。サービス業の誘致企業

というのはそもそも珍しいし，何よりも地域の特

産物を背景としているだけに，新たな誘致企業の

型として注目に値する。（写真提供木村氏）

（岩手大学農学部農林生産学科）

林業技術No.6311994．10
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’
各発表者の所属

は今春の発表時
のものです。 ’

I

… 鑓

林道工事における「簡易工法の経過観察と
改良」について

東京営林局静岡営林署

戸村二美男・中村晴一

こと）縦木に印をしておき，その

記した箇所まで「土のう」が積み

上がった時点で図示した⑤～⑧の

作業を行い，その後は③～⑧を繰

り返す。

3．経過観察と改良

昭和59年にr木枠緑化土のう

積」として試作して以来，これま

で10年間,観察と改良を重ねなが

ら500m2余を実施してきたが,そ

の経過と改良箇所は表のとおりで

ある。

4．安定計算

これまで（法勾配7分）安定計

算は，示力線方程式で行っていた

が，平成3年度より法勾配を5分

に改良したので，構造上，またそ

の性質から「もたれ方式」による

計算が適当と考え，その構造計算

の諸条件を仮定し，土のう積だけ

の計算をすると，前面地盤反力

(ql)後面地盤反力(q2)に不均

衡が生じ，不安定であることがわ

かった。そこで，土圧および自重

の合力がおおむね座面に均等であ

れば最も安定することに着目し，

パソコンにて繰り返し計算し，こ

れに見合う水平応力(Ph)を求

め，その差し引きによって補強値

とし，これを番線の張力で補強す

ることとした。そして，補強鐘に

耐える本数を求めた。

この結果，番線等により補強す

ることによって高さ4mでも安

定することになるが，永久構造物

ではないし，またかなりフレキシ

ブルなもので，計算どおりに作用

するとは限らないので，直高3．2

m(法長3.6m)程度の高さが限度

と考えている。これはあくまでも

剛体の壁として計算した結果であ

中心とする地質は，火山の噴火に

よる堆秋層が見られ，赤褐色で通

称スコリアで槌成されており，降

雨後はぬかるみ状態となり，作業

の遅れを生じやすい。したがって，

気象条件に左右されない工法の開

発。③間伐材を有効に利用し，か

つ耐久性のある簡易工法の開発。

④特殊な技術を必要としないで，

だれでも作業可能な工法の開発。

⑤国有林の厳しい財務事情から，

林道開設単価の節減可能な工法の

開発。

(2)施工方法

①図の定規図に示した，丸付き

数字の順（①～④）に従って施工

する。②横木（⑤）は，工作物の

天端より法長1m間隔に割りふ

ることとし（下から割りふらない

1はじめに

「コンクリートエ法｣等に頼らな

いで「間伐材」とか「土のう」を

利用した簡易工法を考案した。こ

の簡易工法は自然環境と調和し，

かつ経費節減効果が大きく，耐久

性のあることが実証された。そこ

で，簡易工法r木枠緑化土のう積」

について,10年間の実績ならびに

その経過観察と改良点について報

告する。

2．「木枠緑化土のう積」工法

（1津工法に取り組むに至った背景

①当署の国有林は，霊峰富士山

として一般国民の関心が極めて高

い地域であるので，特に景観およ

び自然環境保全には十分に配慮し，

工作物が自然になじみ，違和感を

感じない工法の開発。②富士山を

判断面図
ゴ

ミ癖夛

片鯛貝2.0m、I
F1

列ｮ向アンカー／

正面図

⑨盛土

－4－M<,横木末p8cm内外

｜||縦木末回8"内外.／
(埋股される枇木と枕）

E
＝

~

一一P1L－

鞄
動1．4m

¥翼？空50cm

⑤（
一

鎖蕊② ②

畷蕊1

図・木枠緑化土のう積定規図

①②…⑧順で施工，その後は③～⑧を繰り返し，最後に⑨で完成

林業技術No.6311994.10
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分法で39％・5分法で43％で施

工可能)。

り，実際には線的で柔軟性を有し

ている木枠が面的に土のう職の斜

面を保持し，その結果として総体

的にそれぞれの斜面につり合って

安定しているものと思われる。

滑動については，安全率がいず

れも1以上である。

5．単価の算定と比較

木枠緑化土のう積の単価は,10

In2当たり（法勾配1:0.5)

167,025円となったが，今後の単

価については串杭の半減,｢簡易土

のう袋詰機」（大阪営林局考案)の

⑥林道開設単価の節減ができた

(今後はブロック積に比較して7

写真・木枠緑化土のう積(S59年完成）

表・経過観察と改良点(10mZ当たり）使用等により労務費が大

幅に削減可能となったの

で，今後は表のr今後の

歩掛り」で積算すること

となる。なお，小丸太に

ついては間伐の販売棄権

木を使用した。

木枠緑化土のう積と盛

留ブロック積(S-C)に

ついて単価を比較すると，

ブロック積の46～51％

(現在）で施工できたが，

今後は上述したように，

串杭の半減と袋詰機の活

用によって，ブロック積

の39～43％で施工が可

能となり，経費節減効果

は，より大きくなる。

6．実行結果

①落石の多い箇所およ

び冬期以外では，急カー

ブと急傾斜地でも施工で

きる。②草木の繁茂状況

から見て，自然環境保全

には適した工法である。

③間伐材を有効に活用で

きる。④耐久性も十分あ

る（過去10年間，補強，

補修等行っていない)｡⑤

作業の簡単な工法で，特

殊技術を必要としない。

ﾌﾛｯｸ
債との工
事費噸

改良箇所

土のう｜串杭｜杭｜番線
娠
牽

観察結果と
改良の理由 法勾配

｢木枠緑化土のう積Jとして
命名,87m2を試作する

①控線にすごい緊張音がし
て不安を感じたが
②土のう．法勾配異常なし

上記①不安解消のために控
線4本を8本緯りに倍増す
る

①串杭の耐久性および杭捕
え手間等からr竹」にする
②すべての土のうに串杭を
打つと1つの袋に3つの
穴が開き袋が弱くなる
⑧4年間の観察で土のうの
変化滑動が見受けぢれな
いので串杭を1/2削減

①7年間の施工実績とその
経過に異常がないことか
ら法勾配5分で試行する
②法勾配7分を5分にし利
用範囲の拡大と施工面積
約20％の削減を図る

①施工中,控線に緯りを掛け
たとき杭が引き倒される
恐れがあるため'杭の長さ

を1本当たり0.9mから
1.5mに強化する

昭和

59

61

1：0．7

一一一一一一一一＝

155袋

一一一一一一一一一

155本
(木杭）

0.9m/本 4本綣桓所

5.25kg

44％

一－一一一

62

一P4＝L可P呵P－＝ F一一÷－1FIP訂P

8本繕/顕

8.82kg

44％

一＝－－－

平成
元

一一一一呵炉q＝4 d-F--

78本
(竹杭）

(工程調
査開始）

一一一一一一一＝一一一●■－－

3

一一一一一一一一一

1:0.5

－－一一一一一一一

170袋 89本
(竹杭）

一一一ー．■

51％(作業工
程調査終
了）

15m/本

一一一一一

5

ひ

8本繕/罰
8.82kg

①仕様および資材 89本
(竹杭）

1.5m/本 (43）今後 1？0．5 170袋

今後

の歩
掛り

土のう積み上げ歩掛かり＝現在人二

法勾配7分10m2当たり=7.07人-1
〃5分10m2当たり=7.81人-1

現在人工一削減人工＝今後の人工
〕7人-1.31人＝5.76人

(緑化±のう）

47人＝634人

削減人工内訳(10mz当たり)7分勾配5分勾配

簡易土のう袋詰機の効果0.71人0.82人（工程調査結果）

串杭削減（1/2）の効果0.60人0.65人（〃〃）
計1.31人1.47人

※簡易土のう袋詰機は大阪営林局日原営林署が考案し第29回林道研究発表会で発表
されたものである
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に至っている。

不定枝の発生について：方位間

に特に大きな差は認められず，

20～30%の範囲の発生率であった。

なお，幹高2m未満に12～13%

の不定枝が発生していることは予

想外であった。

4．まとめ

本数密度調整：定量間伐法によ

る計算式に当てはめてみると，適

正本数は第3調査区では498本で

あるが,現生立本数は52％，第]・

調査区では656本で，現生立本数

は180%である。したがって,密度

の高い第1調査区では，定鐙間伐

法の適正本数を目安に，早期に実

施する必要がある（表・2)。

人工下種林分の成果：ミズナラ

の人工下種によって成林した当林

分は，ミズナラを主体にha当た

り900～1,200本，胸高直径

24～28cm,樹高16～22mに成長

している。

このような林分の密度管理は，

トドマツ人工林やウダイカンバニ

次林と異なり，樹種間の競合状態，

形質等を考慮し，林分全体のバラ

ンスを取る必要がある。

ミズナラ人工下種林分の密度管理について

北海道営林局札幌林業技術センター

大山弘・日景信行

cm,伐期齢150年,本数は150本／

haとする。

3．結果と考察

調査区別・蓄積・伐採量等：伐

採率の最も大きい第3調査区（設

定時にミズナラ，ウダイカンバの

本数割合が同程度）では，伐採率

は本数79％，材積で58％となっ

た。また伐採率の低い第1調査区

(設定時にミズナラの本数割合が

50％以上）では，伐採率は本数で

28％，材積で8％となった。

ミズナラの成長量等：表・1に示

すように，第3調査区は7％と第

1調査区の2倍の高い成長率を示

しているが，これは強度の伐採に

よる樹冠の発達による幹への影響

と見られる。

立て木について：ミズナラおよ

びウダイカンバ等の立て木候補木

は,ha当たり本数は第1調査区で

220本,第3調査区で260本(うち

ミズナラ160本）で推移し，現在

1．はじめに

北海道営林局（直轄）では，広

葉樹資源の育成を図るため，昭和

59年度以降ミズナラの人工下種

を行ってきており，現在，人工林

62ha,育成天然林31haを造成し

ている。この林分の取り扱いにつ

いては，今後研究を進めていく必

要があるが，特に密度管理方法に

ついて早急に検討する必要があり，

札幌営林署管内にあるミズナラ人

工下種林分（大正2年に造成）に

ついて，平成元年に試験地を設定

し，樹種混交歩合等による林分タ

イプ区分を行い，密度管理指針の

資料を得るため'に間伐を行った。

平成5年に2回目の林分調査を行

ったので，その結果を報告する。

2．施業の経過ならびに

今後の方針

施業の経過:明治18年以降，

度々の山火事で無立木地となった

跡地に，定山渓から採取したミズ

ナラの種子を用いて大正2年10

月に人工下種を行った。播種堂は

5haで2石(約7.2万粒)で，帯

状に播種されたと推定されている。

播種後の保育は下刈り（大正4

年)，掃除伐およびつる切り(昭和

12年)，シイタケ原木生産用に間

伐(昭和62年)を行っている｡林分

の現況は,ミズナラを主体に,天

然更新したウダイカンバ･イタヤ

カエデ･ホオノキ･シナノキなど

の混交する広葉樹林となって

いる。

施業の方針：「ミズナラ大径材

生産」を目標とし，目標径級は46

表･1ミズナラの成長量(ha当たり)(単位：㎡）

表･2定量間伐法による計算式との比較(ha当たり)(単位：本）

、 ミズナラ平均直径 ミズナラ その他L 合計 立て木 計算式による本数

第1調査区

第3調寶区

ｍ
ｍ
Ｃ
Ｃ
ｊ
Ｊ
４
８
２
２

●
一
一
●
●
一
一
申

く
く
５
７
３
７
２
２

620

160

560

100

1,180

260

220

260

656

498

)'W
適正本数密度

主林木の平均胸禰直径N=(
100

0.145"+0.423
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1

3

蓄積

H,元年

185

65

H､5年

208

81

成長量

総量

23.2

15.4

連年

5.8

5.1

成長率

％

2.95

7.04

成長期間

年

４
３
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亦業蔚簾行箏一萱

10月

区分 行事名 f催団体／会場／行事内容等101間

全国木材協同組合連合会／秋田中央木材市場㈱（秋田市八橋戌川原52-15
念0188-63-2121)，仙台木材市場㈱(仙台市宮城野区苦竹2-7-30a022-
232-1101)/優良国産材製材品の販路拡大,特に国有林材の普及推進関連行
事として青森ヒバ等の普及と需要拡大の推進を図り併せて協同組合等の共
同事業の拡充を図る。

日本ネイチヤーゲーム協会／公園,緑地,森林等59会場／問い合わせ先：
〒156世田谷区松原2-42-14明大前高山ビル1階(a03-5376-2733)。

茨城県・茨城県木材協同組合連合会／ミトモク（水戸市千波町1884)。

日本木炭新用途協議会(壷03-3541-5711)／茨城県つくばセンタービル･ノ
バホール(茨城県つくば市吾妻1-10-1公0298-52-5881)／近年，木炭･木
酢液は幅広い用途での活用が見込まれている。その新しい利用法の定着促
進を図るため，各界の第一人者を招き，実証例の紹介と効能を理論的に解
説する。申込締切日：9月30日

(社)国土緑化推進機描・福島県・朝日新聞社・森林文化協会／福島県文化
センター小ホール（福島市)/r'夢の持てる森づくり」をテーマにどうした
ら森づくりに夢力特てるのか，林業側，都市側の期待と先進国の事例を踏
まえ考える。

(社)広島県木材組合連合会／東部＝広島県森連福山木材共販所（深安郡神
辺町川北北の丁1442-1a0849-63-2822),西部＝広島林産(協)木材共販市
場（山県郡加計町大字穴乙452恋08262-3-0236)。

(社)日本能率協会・(社)日本住宅設備システム協会／東京国際見本市会
場・I職海(A館，束館，南館1F,屋外)。

中央 優良国産材製材品展示会
(国有林材製材品PRフェ
ア）

秋田

仙台

２
９

１
場
Ｊ
場

皿
会
Ⅲ
会

全国 全国一斉・第3回親子で楽
しむネイチャーゲーム大会

第17回茨城県木材まつり

木炭新用途セミナー
｢21世紀にむけて環境に優
しい木炭・木酢液の新たな
利用を定着促進する」

10.16

9:抑~12:30

10.18

10.19

10:30~17:M

茨
中
城
央

福島 国民参加の森林づくりシン
ポジウム

10.19

10?紺~16:00

広島 平成6年度優良木材展示会 10.22西部
10.24東部

中央 第16回94住宅設備展／ホ
ーム・アメニテイ

10.26～29

1 1月

行馴名 E催団体／会場／行事内容等区分 lUIIIII

林業・木材製造業労働災害防止協会／岩手県民会館（盛岡市内丸13-1壷
0196-24-1171)／林材業関係者の労働安全衛生意識の高揚と会員の連帯意
撒の向上を図る。

全私学新附l運営委員会．（社)日本経営協会／科学技術館l～7号（千代田
区北の丸公園2-1)/rインテリジェント化｣十「生命ある素材（木）で学
校をつくろう」を基幹コンセプ1､とし，さまざまな提案や提唱，新鮮なア
イデアやヒントなどを広く伝えるイベント。

三璽県木材|"同組合連合会／マルタピア協同組合（三重県名賀郡青山町北
山)／県産材の素材,製品,建材等を展示することによって良さを広く消費
者にPRし，ひいては県産材の需要拡大を図り，業界の振興に寄与する。

世界子ども愛樹祭コンクール実行委員会（福岡県八女郡矢部村，矢部村教
育委貝会内a0943-47=2122)/子どもたちの生活の場に身近な樹木に愛情
あふれる夢を，絵画，作文，詩に表現した作品を全国から募集する。テー
マ：「大地のいのち・自然のめぐみ･地球への愛｣。応募資格：全国および
世界の小中学生（6～15歳)。

(社)林木育秘協会・(社)日本林業技術協会／メルパルク熊本（熊本市水道
町15-11)/林木育種事業推進のための研究発表会。シンポジウム：九州の
林木育種を考える(スギの材質を中心として)，個人発表：林木育種に関す
る調査・研究の成果。

愛知県・愛知県緑化木生産者団体協議会／愛知県植木センター（稲沢市堀
之内町花ノ木129公0587-36-1148)／農林水産祭参加行事として県下の緑
化樹木生産者から出品された材を審査し表彰する．

愛知県･全国山村振興連盟愛知県支部･中日新聞社/NHK名古屋放送セン
タービル1,2階（名古屋市束区東桜1-13-3)/山村と都市の相互理解と
活発な交流を図ることにより，都市に山村のゆとりを，山村に都市の活力
をもたらし，風土に即した，調和ある地域社会の形成に資する。

鹿児鳥県屋久町／屋久町総合センター,屋久杉自然賎ヤクスギランド他／
26日？シンポジウム，パネルディスカッション等（屋久町総合センタ
ー)，27日：エクスカーション（屋久杉自然館，ヤクスギランド)。

告
４
餌
■
■
８

匹
役 手 第31回全国林材業労|岫災

害防II大会
11．2

13：()()へ

中 央 魅力ある全私学フェア'94 11.4～5
10:00～17:10

飯 三重県木材グランドフェア三 11．1(）

福 岡 第4回世界子ども愛樹祭コ
ンクール

応募締切
11．10

平成6年度林木育種研究発
表会

中央 11．10～1］

第22回愛知県緑化樹木共
進会

愛知 n.18～25

表彰式＝平
成7.5.24

11.26～27あいちの山村展〃

鹿児島 特別企画r日本のスギ」
(町政施行35周年記念，屋
久杉自然館開館5周年記念，
世界遺産誉録1周年記念）

11.26～27

林業技術No.6311994.10



24第5回学生林業技術研究論文コンテスト要旨

林野庁長官賞
"堂生が美表術研芳第5

ー一ー一一

論文コンテス入要旨節解析によるブナ，ケヤキ|こおける
節の形成過程に関する研究

が見えるように仕上げた平面を測定面とした。図･1に

示したように，節の状態から残枝長，残枝径，巻き込

み長，巻き込み年数，変色最下点長および変色最下点

指数＝(2)/①について測定した｡広葉樹に特有な枝の付

き方を検討するために両樹種について枝発生時分枝長

を，さらにケヤキについては生長停止時分岐角につい

て測定した。またブナに特徴的に見られた入り皮につ

いては，入り皮前後の枝径および年輪数，入り皮長に

ついて測定した。また樹皮表面の巻き込みの痕跡と節

の状態との関係を検討するために，「中国人のヒゲ｣長

や「中国人のヒゲ」上部に見られる目玉のような部分

(｢目玉｣）の軸方向の径について測定をした（図・2)。

3．結果および考察

針葉樹では，残枝長と巻き込み長の間には相関が見

られるが,残枝径と巻き込み長の間の相関は少ない(藤

森，1974）とされているが，今回，ケヤキ，ブナにお

いて調査した結果，残枝径と巻き込み長の関係におい

ても強い相関が見られた(図｡3，図･4)。また，どちら

の樹種とも巻き込み長が大きくなると巻き込み年数も

大きくなっていた(図・5)。これより，広葉樹，少なく

ともケヤキ，ブナにおいて巻き込み長，巻き込み年数

の大小は，残枝長，残枝径の大小が大きな影響を与え

ていることが明らかとなった。

初期分ll皮角は，ケヤキ平均53｡(43｡<"<68｡),ブナ

平均57｡(43｡<:r<66｡)と針葉樹に比べてかなり鋭角に

発生し，また鋭角に発生した枝ほど残枝径は大きくな

っていた。枝はランダムな角度で発生するのではなく，

遺伝的な作用が働いて一定の角度で発生し，光や立木

密度等の環境条件によって分岐角を変化させてい

ると考えられる。また，鋭角に発生した枝ほど分

岐角方向での隣接木との距離が長くなり，光を得

やすい，より高次の層への移行が容易になるため

鋭角に発生した枝ほど太い枝になると考えられる。

ブナに特徴的に見られた入り皮は，枝の生長停

止後に入る傾向が見られた。また，材の質に大き

’な影響を与える変色最下点長は，巻き込み年数が

り増加するとともに長くなっていた(図・6)。変色最

下点指数より，ケヤキ，ブナの入り皮のない残

綴核においては,0.5~'となり,ブナの入り皮の
入った残枝においてはO～0.5となっていた。

宇都宮大学農学部林学科
現・愛知県設楽事務所

堀真輔

■

1．はじめに

近年，有用広葉樹を合理的に育成していこうという

磯運が高まり，有用広葉樹の更新保育技術の研究が秘機運が高まり，有用広葉樹の更新保育技術の研究が祇

極的に行われてきている。

一般に広葉樹は針葉樹に比べ，幹の肥大生長速度が

遅く，樹形がほうき状になりやすい。このため，密植

することにより樹形の広がりを抑えることが広く行わ

れているが，このようにすると，幹材生産も抑えられ

る。つまり，枝は幹材生産を早めるうえでは必要だが，

枝下高を上げるうえでは不必要であるという相反する

要素を持っている。したがって，枝の発生から巻き込

みの過程を明らかにすることは，更新保育に関する研

究を進めるうえで重要なことと思われる。

そこで本研究は，藤森（1974）が行った節解析を参

考に，ブナ，ケヤキを用いて節解析を行い，広葉樹の

節の形成過程について考察した。

2．測定部位

玉切りにした材の主要な節を基準にして,iIIII方|句に

みかん割りにし
了
て節の縦断面を

取り，ノミ，カ

ンナ等で幹およ

び枝の髄，年輪

綴A
ｅ
Ｉ
ｂ

① ②

図・2巻き込みの痕跡の

模式図

線A=中国人のピケ，楕
円B=目玉，①,@=r中
国人のピケ」の先端

図．lケヤキの測定面の模式図

①残枝径,②残枝長,③初期(枝発
生時）分岐角，④生長停止時分岐角、

⑤巻き込み長,(1)変色最下点長,(2)末
口の起点から交点までの長さ

林業技術No.6311994..10
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ケヤキにおける残枝径と巻き
込み長
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残枝径(”）

図・4ブナにおける残枝径と巻き込み長

20 ●●
図･3

0

020406080100

巻き込み長(mm)

図・8ケヤキにおける巻き込み
長とヒゲ長

変色の入り方は巻き込みの過程

を表していると言える。また入

り皮の入った残枝は，入り皮に

なることによって外気にさらさ

れる表面積が増加し，水分（樹

幹流等）の侵入する機会も増加

するため，指数が0～0.5で最

下点長も長くなると考えられる。

枝の巻き込みの痕跡である

「中国人のヒゲ｣長と巻き込み長

(図・8)。また「中国人のヒゲ」の
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図・6ブナにおける巻き込み年数と変色
最下点長

O51015202530354045

巻き込み長(mm)

図・5ケヤキにおける巻き込み長と
巻き込み年数

には強い関係が見られた（図・8)。また「中国人のヒゲ」の

先端と枝の発生点は，ほぼ－致していた。「目玉」の短軸径

と残枝径（短軸径<20mm),対角線長（ｲ(残枝長)2+(残

枝径)2，短軸径>20mm)に一定の関係が見られた（図・
7)。また，入り皮とならない残枝のr中国人のヒゲ」はきれ

いな曲線となっていたが，入り皮となった残枝の｢中国人の

ヒゲ」は曲線の肩の部分が角張り，「目玉」も不明瞭になる

ことが多かった。このように,樹皮表面に残された巻き込み

の痕跡である「中国人のヒゲ」は枝の発生から巻き込みまで

の過程を，「目玉」は，残枝の状態をよく表していることか

ら，巻き込みの痕跡より，材質の推定が可能になると考えら

れる。

4．おわりに

今回，広葉樹の良質材生産のための枝打ちの基礎的

，研究として,ケヤキ,ブナについての自然落枝による巻

き込みの過程について考察した。針葉樹においてそう

‘であったように，広葉樹においても枝打ちによる効果

を最大限に生かすためには，その他の更新保育技術と

、の関連性について明らかにする必要があると思われる。

80 ●11

|｜’□
○
△

□
○
長
径
線

枝
枝
角

我
残
対
長

60■●-－

△ 二

命，
洩
枝
（
型

10

島‘母△△向A向
20

》
ロ 串 □

葬自 □d
l｢凸、

I

(）2(）406080100120

短軸径(mm)

図・7ケヤキにおける短軸径と残枝

測定面の観察より，変色は変色最下点を頂点に凸形に

なっており，変色最下点は巻き込みが完了する前年の，

まだ巻き込まれていない部位にくる傾向が見られた。

変色の進行は主に枝の繊維方向へと進み，巻き込まれ

た部位より順次その進行は止まり，巻き込み完了と同

時に変色の侵入も止まると考えられる。言い換えると，
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林野庁長官賞 加茂街道は寛文10年(1670)に京都所司代の板倉重矩

によって築かれた寛文新堤である。宝永5年（1708）

に出版された『京内まいり』の挿絵には，人が上を歩

いている賀茂堤が描かれ，道として利用されているこ

とがわかる。

享保13年(1728）には，賀茂川西堤の松の枝打ちの

人足についての入札や，松枝と廃木の入札について賀

茂川を支配していた角倉甚平より触が布達されたこと

から，この時期には賀茂堤に松並木が存在し，管理が

なされていたと考えられる。

賀茂堤の松並木が初めて地図に描かれたのは安永8

年（1779）の「袖珍都細見之図」で，賀茂川沿いの道
やぶ

に薮のような木と松が描かれている。その1年後に出

版された『都名所図絵』には，川沿いの松並木の下を

通る賀茂祭の行列の光景が描かれている(写真･1)。天

明6年（1786）の「京都洛中洛外絵図」にも松が鞍馬

口から西念寺，随念寺の間に描かれている（写真･2)。

その後の天明8年（1788）における天明の大火によ

って，賀茂川西堤の松のうちの100本以上の松が焼け

たようだが，寛政8年（1796）には，植え付けた松の

苗木の盗難に対する注意の触が出されていることから

もわかるように，補植や管理は町奉行側からなされて

いたと考えられる。

宝暦4年（1754）の山城名跡巡行志に，上加茂社へ

行くための「本道は出町より鴨川堤を経て社の西に到

る｣，「堤の上へ行く大道上II嶋道也」と書かれているこ

とから，賀茂堤が上加茂社の参道になったということ

がわかり，古地図では天保2年（1831）のr改正京町

加茂街道の松並木の変遷

京都大学農学部林学科
現・同大学院修士課程 小林悦子

劃．覇…… 鯉 …凸瞬…

1．はじめに

加茂街道は，葵橋西詰から御薗橘までの賀茂川西側

に沿う延長3.3kmにわたる道である。現在はニレ科

の巨木が人目を引くが，それらの木々に交じりクロマ

ツが植栽されている。このクロマツは昭和2年(1927）

の『京都園芸』に勧修寺經雄，香山益彦によって「賀

茂堤の松並樹」と取り上げられ，その中ではこの松並

木がいかに貴重なものであるかが述べられている。

今日，京都では，建造物による景観破壊が歴史を持

つ都市としての景観問題として取り上げられることが

多いが，歴史的な背景を持った緑の環境について考え，

保存していくことも重要であると筆者は考える。この

問題意識から，加茂街道の松並木を取り上げ，この街

道がどのような歴史を持ち，過去には人々にどのよう

に認識されてきたかを，主に江戸期の古地図や地誌

町触，覚書から研究し，現在はどのような状態である

かを毎木調査によって調べ，さらに過去の松並木が現

在のそれといかに違っているかを知るために過去の松

並木の復元作業を行った。

2．江戸期の賀茂堤と松並木の変遷

賀茂川には古くから堤防が築かれてきたが，現在の
表

田
緬

、

､亀
I鳥

、

写真･1都名所図絵
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る(図)。昭和2年までは雄大な松並木が存在していた

が,それから昭和32年までにサクラが川沿いの道の樹

木として雁識され，松が減少していく中で加茂街道の

ほとんどに見られるようになり，松については現在ま

でに植栽の努力がなされてきたが，マツクイムシの影

響などで松の数は減少し，現在ではエノキ，ケヤキが

松，サクラを圧倒して加茂街道の中心となっていると

考えられる。

江戸期の松の大きさはうかがい知ることができない

が，松が大切に扱われていた時代から，環境の悪化で

しだいに衰退していった転換期は，『京都園芸』が嚴蝉

を書いた昭和初期であると考えられる。一部の写真で

しか見ることのできないその時代の松並木と現在のそ

れが，いかに違うかを実感するために昭和2年の加茂

街道の松の復元作業を行った。

昭和2年9月の『京都園芸』の中での毎木調査では，

すべての松の根元から5尺上のところの周囲の長さ

（尺)と，松の中心から次の松の中心までの距離

絵図細見大成」に，加茂堤のところに「作り道上カモ

まで五十丁」と描かれ，観光者はこの道を使っただろ

うと想像できる。

以上のように,賀茂堤の松並木は18世紀前半に植え

られ，賀茂堤が堤防と同時に道としての役割を担って

いた中で，堤防を強固にし，堤を歩く人々に木陰を与

え,#lll社の参道としての宗教的意味を持ち，さらに枝

等が燃料としても利用されてきた。

3．昭和32年,昭和2年の加茂街道と現在の加茂街道

の比較および昭和2年の加茂街道の松の復元

昭和2年の『京都園芸』におけるマツの毎木調査の

結果と，昭和32年(1957）の京都市役所による加茂街

道の西側の樹木の本数の調査の結果と，今回行った調

査の結果を比較すると，現在の加茂街道では松の本数

が減少し直径も小さくなり，対照的にエノキ，ケヤキ

などが増加している。また，小さい松が存在するとい

うことから，植栽が現在までなされていることがわか

(尺）を測定している。ここでまず尺をCInlIn

にしてから周囲長を直径に換算し，これから昭

和2年における松の位置とそれぞれの直径（根

元より150cmにおける）を得られた。

次に松の樹高を知るために現在の松における

D－H関係を調査した。26本の樹高を測り，各

直径(D1.s),樹高を対数方眼紙に記入し,C-D

曲線を当てはめたところ,H=D/(1667+Dx

0.03226）（このときHM八x=31m)の関係を得

た。この式を昭和2年の松に当てはめ，これを

その松の樹高とした。松の樹形については過去

の写真を参考にした（写真･3)。

4．おわりに

加茂街道の松並木の変遷を見て，単

5(）

l(）

０
０
３
２
本
数

10

0
■■■■■■■1■■■■｜■■I■■■毎■■■■■■■■■■■■｜■｜｜■｜｜ロ｜｜･ロ

BUﾛｻリロ01mUlUD10ﾛﾛVUOI

05101520253035404550556065707580859095100

D(15m)口昭和2年■平成5年

図．クロマツ直径分布（横軸の単位:cm)

に松並木の起源が古いというだけでな

く，人間が管理，補植など働きかけを

して初めて松並木が維持され，人々に

は，松並木は街路樹としてだけでなく

堤の護岸，神社の参道の樹木として意

味付けがなされ現在に至っているとい

うことがわかった。このことから筆者

は，緑について人々とのかかわり合い

によって歴史が生まれ，それが続いて

いくことが重要なのではないかと感じ

た。一般の緑地についても緑の歴史を

つくるような緑地が望ましいと思う。

主
一一

写真･3現況（上）と復元図（下）
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日本林学会会長賞睡菫ニー． 土壌環境について測定したところ,Ao層は1～2

cm,A層は7～19cmであり，調査地間に大きな差は

認められなかった。樹木の水分生理伏態については，

コナラおよびクヌギを各調査地から選定した。調査木

から枝葉を20cm切り取り，プレッシャー・チャンバ

ーを用いて,7月，9月,10月に日中の水ポテンシャル

とP-V曲線法を用いた水分特性値を測定した｡菌類相

の調査は,4月から11月に500nfの調査地内に発生し

た菌類の子実体を，1～2週間に1回の頻度で行った。

3．結果および考察

樹木の水分生理状態について見ると，コナラでは晴

天であった1993年10月26～28日の日中の水ポテン

シャル(Ww)が，上流域の調査地で-1.35～-1.38

MPa,中流域の八王子市の調査地で－1.44MPa,下流

域の調査地で-1.63～-1.89MPaの値を示し，上流

域の調査地の個体は高く，下流域の調査地の個体は低
いちようてん

い傾向が認められた（表・1)。樹木の萎凋点である

Wwt'pの値は，上流域の調査地で-2.11～-2.13MPa,

中・下流域の調査地で-2.67～-2.84MPaの値が得

られた。これも，上流域の個体は高く，下流域の個体

は低い傾向を示していた。また，細胞壁の柔軟性を示

す体積弾性率(EInax)は，上流域の調査地が14.4～16.4

MPa,中流域の調査地が19.5MPa,下流域の調査地

が24.8～25.0MPaの値を示し，上流域の個体は低く，

下流域の個体は高い傾向が認められた(表・1)。クヌギ

に関してはコナラで認められたような一般的な傾向は

認められなかった。以上の結果より，上流域から下流

域に向かうにつれ，日中のWwおよびWwtlpの値が低下

し,emIDXの値が上昇する傾向が示され,下流域の個体ほ

どコナラの樹体の水分生理状態が悪化し，水スi､レス

下にあることが明らかにされた。

菌類相の季節的推移について見ると，菌類の子実体

は6月から10月を中心に発生し,なかでも7月にはど

の調査地においても最も多くの子実体が発

多摩川とその流域における二次林樹

木の健全度と菌類相の推移

東京大学農学部林学科

現.同大学農学部森林植物学教室佐々 木廣海
､型画。I

1．はじめに

関東地方には，コナラ・クヌギの二次林が広く分布

している。以前このコナラ・クヌギ林は十数年に1度
か

の定期的な伐採，毎年の下刈りや落葉掻きなどの管理

の下に，薪炭林，農用林として利用されていた。しか

し，1950年代後半から，エネルギー需要の変化や化学

肥料の普及などによる経済的価値の低下により放置さ

れ，それに伴い都市近郊では二次林の減少が著しく進

んでいる。これらのコナラやクヌギは，外生菌根菌が

共生していて樹勢を維持すると考えられている。外生

菌根菌は，土壌や下層植生の変化に伴って，その種組

成が変化することが知られているが，その詳細は明ら

かでない。そこで本研究では，自然環境の変化が著し

い多摩川流域において，二次林樹木の健全度と外生菌

根菌を中心とした菌類相の推移との関係を明らかにす

ることを目的とした。

2．調査地および調査方法

調査地は，二次林であるコナラ・クヌギ林を対象と

して，多摩川の上流域から下流域にかけて，秋川流域

の五日市町横沢,多摩川上流域の羽村市羽,大栗川流域

の八王子市別既多摩川下流域の川崎市宮前区神木本

町および大田区田園調布の5カ所に設定した（図・1)。

羽村市，八王子市，川崎市，大田区の調査地は公園の

一部で，人が林内に入る機会の多い場所であった。

表･1コナラの日中の水ポテンシャル(Ww,

1993.1026～28）と水分生理特性値
（9.29～30）（単位:MPa)

調査地哲理WSsaKWwt'pemux

五日市町

羽村市

八王子市

川崎市

大田区

記
銘
“
開
館

。
●
●
・
◆

１
１
１
１
１

一
一
一
一
一

５
９
７
６
９

６
５
７
９
１

１
１
１
１
２

一
一
一
一
一

１
３
１
７
４

１
１
７
６
８

２
２
２
２
２

一
一
一
一
一

14.4

16.4

19.5

24.8

25.0図･1調査地の位置
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生した(図・2)。7月に，5カ所の調査地の中で最も多

くの子実体発生が見られた八王子市の調査地では45

種が記録され，最も子実体発生の少ない五日市町の調

査地では13種が記録された。

菌類を腐生菌と外生菌根菌とに大別してその推移に

ついて見ると，腐生菌は外生菌根菌より早い時期に発

生する傾向が見られた（図・2)。また，6．7月の梅雨

の季節には腐生菌の子実体発生が多く観察された。

外生菌根菌は,多くの種の子実体が7月から10月に

かけて発生した。また，7月に最も多くの種が認めら

れた八王子市の調査地では23種が発生し,菌類の子実

体発生の半数を外生菌根菌が占めた。同様の傾向は他

の調査地や他の時期においても認められ，外生菌根菌

はコナラ・クヌギ林の菌類相の中で大きな割合を占め

ていることが明らかにされた。外生菌根菌の種類につ

いて見ると，五日市町の調査地では，ヌメリガサ科ヌ

メリガサ属（動画”"γ"s)とチャワンタケ科チャワ

ンタケ属（彫z産α）の種の子実体が，種数は少ないも

のの数多く発生した。他の4カ所の調査地では，キシ

メジ科キツネタケ属(L"""7･in),テングタケ科テング

タケ属(A""""tz),フウセンタケ科アセタケ属

(乃"Gy6e),イグチ科アワタケ属(Xb""""s),ベニ

タケ科ベニタケ属(Rzfss"ltz),チチタケ属(L""""s)

などの種類の子実体力種数，発生数ともに多く観察さ

れた(表・2)。今回の調査で多数見られたこれらの属の

うち，アセタケ属とチチタケ属は温帯に広

50
5．日市町

譽竺筐一合ご彦毒≦０
０－０

羽*洞i

_参二
０
０－⑨

八王子Wi

種
数 凸～

０
０ニワ

■Ⅱ■－鋒■■■■■■■■■■■■■

川崎市

０
０一ひ

大I11E

0

A MJJASO

1993年

一日外生菌根菌一強総計

図･2調査地に発生した子実体の季節変化

N

表･2発生した外生菌根菌の属ごとの種数（19934～11）
く分布し，キツネタケ属，テングタケ属，

属五日市町羽村市八王子市川崎市大田区アワタケ属，ベニタケ属，チヤワンタケ属

は亜寒帯，温帯，熱帯に広く分布する。今ヌメリガサ科ヌメリガサ属11

チヤワンタケ科チヤワンタケ属1回の調査結果より，上流域の五日市町の調

キシメジ科キツネタケ属2322 査地は，外生菌根菌の菌類相が他の4カ所

テングタケ科テングタケ属13764の調査地と大きく異なっていることが明ら
フウセンタケ科アセダケ属2453 かにされた。
イグチ科アワタケ属2222

今回の調査から，多摩川流域のコナラは，
ベニタケ科ベニタケ属111648
チチタケ属13312 下流域の個体ほど強い水ストレスを受けて

フウセンタケ科ワカフサタケ属11いることが示された。多摩川流域のコナ
フウセンタケ属12
ササタケ属1ラ・クヌギ林の菌類相については，上流域

ヒダハタケ科ﾋタﾊﾀｹ属1の五日市町の菌類相が他の調査地と際立つ
イグチ科クリイロイグチ属1 た差異を示したことが顕著な傾向であった。ヌメリイグチ属1
キヒダタケ属11 外生菌根菌の中には子実体の発生がまれなウツロイイグチ属1
イグチ属11 種類も少なくないことから，外生菌根菌と
ニガイグチ属122

ヤシヤイグチ科ヤシヤイグチ属1 樹木の水分生聖伏態との相互関係の詳細は，

ｱﾝズタケ科アンズタケ属1さらに検討が必要であろう。

イボタケ科イボタケ属1 本研究に当たり，西谷裕子氏には調査全
チャハリタケ属1

ニセショウロ科ニセショウロ属111 般にわたってご協力をいただいた。ここに

感謝の意を表して厚く御礼申し上げる。計23属731302726
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日本林業技術協会理事長賞'･".翼ぷ癖拙＝…=~・－

千本松原における海岸林の保全につ

いて－林分位置･林帯幅とクロマツの生育
分布

果，広葉樹が高齢クロマツの下枝を枯損させて樹冠の

厚さを薄くし，その結果，クロマツの成長が衰退する

ことが明らかにされた。

高齢クロマツ林の林分密度は，海側から内陸部にか

けて低くなる傾向がある。道路に近い内陸部のコドラ

ートでは,ha当たり75～250本で,極めて低い密度で

あるが，これは侵入した広葉樹との競合の結果と考え

られた。どのコドラートでも，高齢クロマツと広葉樹

の合計の密度がha当たり1,000～1,500本であるこ

とが明らかにされた。

若齢クロマツ林の林分密度は，コドラートごとでは

ha当たり1,700～6,300本で，局所的にはかなり過密

な林分もある。調査地の胸高直径に相当する適正密度

は,ha当たり2,000～2,200本といわれている｡過密な

若齢林では，林分密度に比例して形状比も枝下率も高

く，クロマツの生育上も防災機能上も不健全な惟造と

なっている。

樹勢は,I:健全,II:やや健全，Ⅲ：樹勢回復が

困難，Ⅳ：枯死寸前，の4ランクに分けて調べた。高

齢林では，樹勢ランクⅢ．Ⅳのクロマツが50～70％の

範囲でかなり多く分布し，衰退の進んでいることが明

らかにされた。特に広葉樹が多く侵入している調査地

東側の，道路に隣接した内陸のコドラートでは，最も

樹勢の衰退している樹勢ランクⅣのクロマツが

30～60％分布する。

過密な若齢林については，その密度管理が急務と判

断されたため，枝下高を基準にした密度管理表を表の

ように作成した。また，すでに調べられている土壌と

クロマツ林の生育分布や本調査の結果とから，千本松

原の海岸林の地域区分を行い，地域区分ごとに今後の

千本松原の整備・保全について提言した。

静岡大学農学部森林資源科学科

現・西武造園株式会社
齋藤正徳

麺碓噌…9デー■－ﾆｰｰｰﾃｰｰ－－却
一

－ －Fー……_

千本松原は，沼津市から富士市にかけての海岸沿い

に約10kmにわたって分布する，クロマツを主とした

海岸林であるが，厳しい環境と，最近では侵入した広

葉樹との競合や，マツクイムシによる被害のため樹勢

は衰退し，クロマツ林としての維持が危ぶまれており，

その保全が問題となっている。

本調査は，千本松原の海岸クロマツ林の保全のため，

7カ所のベルトトランセクトを設け，海側から内陸部

にかけての林分位置や，林帯幅および林分密度などを

取り上げて，クロマツの生育や分布との関係を明らか

にすることとした。ベルトI、ランセクトは林縁に直角

に,堤防（海側）から道路（内陸部）にかけて20m幅

で設置した。さらに,ベルトトランセクト内を20mx

20mのコドラート（方形区）に区切って調査した。

その結果，クロマツ林の樹高は海側の若齢林で低く，

4～7mであるが，高齢林では調査区別の最大値が5

~16mで，海側から内陸部にかけて高く，全体として

流線形状を呈して高くなっている。調査区別には，調

査地東側のほうが生育が良い。これは，土壌条件の違

いによるものと考えられた。

高齢クロマツ林では，広葉樹の樹高がクロマツ林の

枝下高にほぼ一致することから，クロマツの枝下高は

広葉樹によって影響されていると判断される。クロマ

ツの樹冠の厚さの変化と樹高とを対比させて調べた結

表・千本松原における枝下高を基準とした樹高別密度管理
指針

林分密度体/ha)
基準

枝下高
樹高

鶴0、 08 10

6m未満

6m以上8m未満

8m以上

ｍ
ｍ
ｍ

ｌ
２
３

1,600

1.200

800

4,000

3,200

2,200

2.800

2,100

1,300

写真・若齢林内（海側にある若齢クロマツ林は高密度の
ため，枝下高も高くなっている）

注）相対樹高：平均樹高／最大樹高

表中の数値以下の密度を目安とする
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日本林業技術協会理事長賞

森林斜面脚部土居における水の挙動

について

鳥取大学農学部生存環境科学講座

現・京都府宮津地方振興局
衣川和幸

…徳”霊.‘4..．三．‘･了。．‘；鐸・鴎溌鍛f緋や‘憩鍛睦昌－．段…群．…ミ海.3．霧…シ穐彰殿輔『．＃騨郵.弱.…海脚晦認

1．はじめに

現在，世界各地から森林破壊に関する報告が届いて

いる。森林が失われると，洪水・渇水など水の流出に

関する問題が起こる。森は流出を調節する働きを持っ

ているのである。

この調節機構は降雨がどのような経路を通過するこ

とによってもたらされているのであろうか？森林斜

面土層の降雨時および降雨後の水分状態を観測するこ

とにより，このことを考察した。

2．観測内容

観測地はクヌギ・コナラが優占種である広葉樹林地

の谷地形斜面脚部。その地質は凝灰角礫岩層で，表層

は黒色火山灰土（黒ボク）に覆われている。この斜面

不飽和帯

流れの方向

←

一
一ご唐‘を至一

＜－←←く一奇一 ←

←←

図・思考モデル

←
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谷筋にテンシオメータを設置し，土壌水分張力を観測

するとともに，渓流流量・観測余晒からの流出量・降

雨量を観測し，それぞれの関係について考察した。ま

た土壌中での水の動きを推定するために，不（難）透

水層地形の調査を行った。

3．結果と考察

観測は6月1日～11月1日までの5カ月間，8降雨

に対し行った。そして，まず各降雨イベントごとの観

測結果から降雨条件および降雨前の土壌状態により，

水の移動形態ｶﾇどのように異なるかを解析し，次に土

壌水分張力と各流量との相関関係について調べた。

その結果，降雨と斜面土層の水分状態，渓流流量の

間に，ある一定の関係があることがわかり，斜面土層

の水分状態変動から推定される水の移動形態とそれに

対応した渓流流量の増減の様子から，図のような思考

モデルを作った。番号は図の番号に対応する。

①観測斜面からの流出がなく渓流流量が少ない場合，

渓流水のほぼ全部が不（難）透水層の，さらに深い部

分での横向きの流れにより形成される。

②観測斜面からの流出があり渓流流量が中程度のと

きには，降雨によって斜面最下部から飽和土層が形成

され，この土層からの流出も渓流流量の形成にかかわ

ってくる。

③降雨が継続すると，飽和帯はさらに上部へ

広がり，不透水層に沿った横向きの流れにより

形成される流量成分が増加する。

④台風のときに起こるような豪雨時には，飽

和帯はさらに広く厚くなり，不透水層からの上

向きの流れが生じ，飽和帯が地表面に到達すれ

ば地表への流出さえ生じる。

降雨の総量，強度によっては，これらプロセ

スの①の状態で終わることもあれば，①から③

まで進み②→①と戻ることもある。④の状態は

時間経過に従って③→①と進む。

このモデルからもわかるように，森林は実に

正確に流量調節機能，つまりダムと同様の働き

を果たしている。森林は流出を管理する番人な

のである。

なお最後になりましたが，本論文を作成する

に当たり奥村武信教授に非常にお世話になりま

した。また助教授，先輩方，研究室の仲間の助

けなしには完成しませんでした。この場を借り

てお礼申し上げます。

林業技術No.6311994.10
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豪雨型斜面崩壊に対する降雨量の影
響について－平成5年豪雨による鹿児

島県下の土砂災害

高知大学農学部林学科
上別府郁代現・スポーツショップ白嶺

……_悌蝉#…辮撰…溌識蛎鐸

平成5年の夏，鹿児島県下各地において豪雨による

土砂災害が続発した｡これは5月21日に梅雨入りして

以来梅雨明けが断定できぬほどの連続降雨と，度重な

る台風・集中豪雨による記録的降雨量（7月の月間降

雨量だけで年間降雨量の70%,1054.5mm)力議因で

あった。

本研究では，今回の土砂災害の誘因である膨大な降

雨量をもたらした降雨特性を整理，検討し，今後の災

害発生予測への一助となるべき提案を行った。

まず災害を梅雨災害，8．1災害(8/1），8．6災害

(8/6），台風7号災害(8/9），台風13号災害(9/3）の

期間別に分け，それぞれについて代表的地点の確率雨

量，全降雨量と1時間最大雨量，1時間最大雨量とそ

の1時間前までの累加雨量，崩壊直前1時間雨量と崩

壊発生時までの累加雨量，有効雨量等を調べ，昭和51

年鹿児島県豪雨災害時の資料等と照らし合わせて検討

した。

得られたデーターで見るかぎり，従来の鹿児島県下

における崩壊基準線を下回る位置（1時間最大雨量20

mm前後,総雨量100～150mm程度)でも崩壊が確認

された。これは長雨が継続する間の再三にわたる豪雨

により，土層内の間隙水圧がかなり上昇し，地盤が緩

んでいたことが考えられ，今回のような災害降雨パタ

ーンの場合，従来の崩壊基準線は適用されないことに

なる。そこで雨量指標の定義に従って各災害地点の有

効雨量強度，有効時間を求め，その関係図からI,n

線を表し，これを今回の災害降雨パターンの崩壊基準

線と提案した。I線を超えると崩壊発生の危険性があ

り,11線を超えると続出するとする。雨の降り方が変

わったらそこを変曲点とし，今後どのくらいの降雨で

境界線上に乗るかを想定すると崩壊発生時刻の予測が

可能であると考える。崩壊発生時刻を予測する有効雨

量強度を想定するため，有効雨量強度の雨の降り始め

からの経時変化図と有効雨量と有効雨量強度の関係を

表した図を用いた。また提案した基準線の1,Ⅱ線は，

有効雨量強度と崩壊発生時までの一連続雨量，有効雨

量強度と前期雨量との関係をプロットした図により判

断した。

今回提案した基準線は，長雨による記録的降雨量を

用いて作成した線であるため，誘因が直接引き金とな

る降雨のみの場合，予測の空振り率は高くなる。今回

のような異常気象はなかなか起こりうるものではなく，

まして災害誘因力漣続して訪れるとなると，災害予測

は不可能な場合も出てくる。

さらなるいろいろなパター

ンのデーター解析が必要と

考える。

以上で第5回学生林

業技術研究論文コンテ

スト入賞論文（今春選

考，6本）の要旨紹介
を終わります。本コン
テストが学生諸氏の1

つの励みとなれば望外

の喜びです。若手林業

技揃跨として，また，
林業・林学の一般社会

での語部として，入賞
の方々のみならず，林
学関連学科を卒業され
た皆様の今後のご活躍
を祈念申し‐Iﾆげたぃと

写真・シラス台地周縁部における斜面崩壊（姶良ニュータウン）
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篭識霞綴蕊溌蕊蕊誕 露1．はじめに

現在，スポーツ用具類には多くの木材が使用さ

れていますが，国民的スポーツであるプロ野球の

バット用材としては，材質が強く，粘りがあり，

打球面が容易に剥離しない等の長所があるアオダ

モが，高品質のバツ1,適材として使用されていま

す。

アオダモは，浦河営林署管内にも広く分布して

いますが，天然林での更新は下層植生が深い笹に

覆われ大変難しく，アオダモ資源も年々減少傾向

にあり，このまま推移すると供給量は，今後減少

することは否めません。

このことから当営林署では，将来にわたってバ

ット材の計画的･持続的供給を図るため，昭和55

年に施業見本林として「バットの森」を設定しま

した。その設定目標は，バット適材育成を主とし

た適切な施業方法・育成技術の確立，定着化を試

験，研究することとしています。

2．施業見本林の概要

位置：浦河営林署149林班

地況：標高=270m,方位＝北西，傾斜=27｡,

土壌型＝適潤性褐色森林土

林況：植生＝ミヤコザサ，クマイザサ(50～100

cm),降水量＝年平均1,300mm,年平均気

温=8｡C

内容：作業面積=1.10ha,施業区域=5.50ha,

樹種＝アオダモ(一部ヤチダモを植栽)，植

栽期間=S.55～59年の5年間,仕様＝全刈

り1.6m×1.6m方形植，苗木＝当署管内

からの山引き苗

3．調査および試験項目

(1)植栽木の生育状況調査

・
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写真･1バットの森の看板

写真･2人工植栽したアオダモ

(2)萌芽更新試験

(3)枝打ち試験

(1)植栽木の生育

植栽してから，上長成長，肥大成長量の調査を

続けてきました。その結果から，山引き植栽した

苗木が200cm以上(S.56,59)くらいのものは，

100～150cm(S.55,57,58)のものに比べて上長

成長があまりよくなかったのが特徴として見られ

ました。

山引き苗木の大きいものは，掘り出すのが困難
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なため根系が損傷を受けやすく，結果として，成

長が思わしくなかったのではないかと考えられま

す。

一般的に，山引きした苗木の大きいものは根の

発達が不十分なものが多く，植栽後数年間は上長

成長が少なく推移しているようです。肥大成長も，

苗木の大きいものは成長量が少なく，上長成長量

と同じような傾向が見られました。

調査結果からは，山引き苗木は全体的に成長が

旺盛になるには植栽後5～6年程度を要し，それ

まではゆっくりと成長する傾向が見られました。

その原因として，山引き前は樹冠下（中層）の

被陰地で生育していたため根の発達があまりよく

ないこと，植栽地（バットの森）では上木力:ほと

んどなく，表層の土壌水分が不足してしまうこと，

また，光合成産物のほとんど力澗冠拡張に配分さ

れてしまう等の原因が考えられます。

(2)萌芽更新試験

アオダモは，根株の萌芽力が比較的旺盛であり，

稚幼樹の段階では耐陰性を持っていますが，樹高

が大きくなると極めて陽性の樹種である等の特性

を持っていることから，平成2年5月に萌芽更新

試験を試みました。

試験木として，人工植栽(S.55,56,59年箇所）

したアオダモを台切高10cmで台切りしました。
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図｡l植栽木の年度別伸長量

（グラフは伸長した分を積み重ねて示している）

写真･3植栽木を台切りし，その後伐
根から萌芽した様子
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各年度から，伐根径11～40mm程度の試験木を

10本，計30本設定しました。

図･2からもわかるように,萌芽の発生した伐根

は,伐根径別では21～30mmのものが多く，年度

別では,56年植栽の箇所で被害がなかったほかは

50％が野鼠の食害のため枯死しました。

1伐根当たりの平均萌芽本数が全体で5本だっ

たのに対し,21～30mmのグループは7本という

数値が示されました。

現地の下層植生は，ミヤコ・クマイザサが

50～100cmと高く，伐根が完全に覆われ,芽吹き

があっても健全な萌芽の発生とはいえず，その原

因として，植生の中での｢被圧」rムレ」等の被害

が考えられます。また，野鼠による食害と原因不

明の枯死も多く，総体的に当初期待した成果は得

られませんでした。

萌芽試験については，設定した台木が小径であ

ることと，諸条件からして良好な成績とはいえま

せんでした。

この試験地では，太い径級のものがないことか

ら，今後は，天然林で伐採された伐根からの萌芽

発生したものとの条件比較なども行いながら，ア

オダモの萌芽について追跡調査を行い，その結果

を見ていきたいと思います。

(3)枝打ち試験

平成3年11月に枝打ちを実行し,現在観察中で

･すが，枝打ちをした部分については，年々経過す

るごとに巻き込まれている状況も見られ，良好な

結果となりつつあります。

また，早い時期から樹冠のバランスを考慮しな

がら上長成長に合わせて数回実施するのがよく，

樹高4mくらいに達したころから8mくらいま

での間2～3回に分け，それぞれの樹高の半分く

らいの高さまで枝打ちを行うとよいとされており，

節のないバット適材を育成するために必要な作業

手段の1つといえます。

今後このことも考慮しながら，昨年新たに設定

した枝打ち試験地も含め，さらに調査，観察を続

けていきたいと考えています。

写真･4天然木伐
根からの萌芽

（アオダモ）

P

一

写真･5枝打ち後，3年経渦

35

4．おわりに

施業の面についても，広葉樹の育成はまだまだ

解明しなければならない難しい面がありますが，

アオダモに限らず，広く広葉樹育成施業方法の確

立に資することができればと考えています。

「バツ|､の森｣には多くの方々が視察に訪れ，さ

まざまな評価やアドバイスをいただいており，こ

れらも参考にしながら，施業見本林の目標を達成

するためにも，さらに試験，観察を積極的に進め

ていきたいと考えています。

また，形質の良いバット適材を育成していくた

めの一助になればと思っています。

（北海道営林局浦河営林署）
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題へ＠回昏趣圃一親林活動をｻポー ﾄする

47．都市近郊林の整備の現状について
－施策と事業一

つもとよりみつ

津元頼光

1°はじめに

都市近郊林の整備は，国民の自然志向や森林に対す

るニーズの多様化・高度化を背景に重要な課題となっ

てきている。去る4月6日，東京農工大学で行われた

日本林学会風致部会においても，都市近郊林がテーマ

であったが，今さらながら「森林と生活環境」や「身

近な森林」についての関心の高さを感じたしだいであ

る。なかでも，東京都の倉本氏の「都市公園の雑木林

の管理」や神奈川県の中川氏の「きずなの森における

森林の管理」の報告は都市近郊林とそれに興味を持っ

て活動する住民とが結び付いた具体的なケースとして

大変興味深いものであった。都市住民を切り口とした

新しい森林整備については，施策の中でもそれなりに

取り入れられているが，今後とも積極的な取り組みを

行う必要がある。今回は，都市近郊林に関する施策や

事業の展開方向のほか，最近の公共事業を巡る状況の

概要を紹介したい。

2．都市近郊林に関する施策

最近の都市近郊林の整備や保全にかかわる記述をし

ている主な計画等は以下のようになっている。

第四次全国総合開発計画？昭和62年策定

「森林と国土管理｣の項，森林の基本的方向の中

で森林をタイプ分け。里山林は，山村における都

市との交流拠点などの要請から森林の総合的利用

を図る。都市近郊林は生活環境の保全や教育的観

点から保全を基本としつつ育成・整備。

森林資源に関する基本計画：昭和62年策定

国民の多様な要請にこたえる森林の整備。保健

・文化的な利用の要請にこたえ，快適な生活環境

を保全する森林資源として森林の総合的利用など

の整備。従来の保健保全機能を生活環境保全機能

と保健文化機能に区分。

全国森林計画：平成3年策定

「流域」を基本的な単位とした多様な森林の整

林業技術No.6311994.10

備。基本的に，森林資源に関する基本計画と同様。

森林整備事業計画：平成4年策定

保健・文化・教育的活動の場としての利用に適

する森林空間の整備等の促進。

生活大国5か年計画：平成4年策定

都市住民等の生活環境保全のための森林の整備。

森林都市構想の推進。

第八次治山事業五箇年計画：平成4年策定

緑豊かな生活環境の保全・創出。広域的な生活

・防災空間として，また憩いの場としての整備。

四全総総合的点検：平成6年6月

自然再認識の時代。適切な国土資源の管理と自

然との共存。里山林・都市近郊林の放置化・減少

・生態系の変化とそれに対処する管理手法と積極

的な保全。野生的自然の回復の取り組みと景観の

保全。企業・ボランティアグループ・都市住民に

よる植林活動への支援。美しい景観の維持・創出。

環境基本計画・中間報告：平成6年7月

都市における身近な自然の保全。里地自然地域，

平地自然地域における雑木林，屋敷林等の自然環

境の維持。都市に残された良好な樹林地の保全。

景観の保全。民間環境保全活動を促進するための

緑化協定等。

以上から，都市近郊林（里山林等を含む）について

は，①森林の総合的利用としての整備，②景観の維持

や生活潔境保全のための森林の保全，③都市住民等と

の新たなかかわりや管理と，おおむね3つの視点があ

る。都市近郊の自然の保全への関心は高まってきてお

り，国の計画や施策もそれに対応してきている。さら

に，レジャー活動の進展や交通の整備により，いわゆ

る都市住民が気軽にふれあうことのできる森林が増え

ており，施策の対象も広がってきている。

3．林野庁における都市近郊林等の整備

森林の総合的利用の観点から，都市近郊の森林，集



落周辺の生活に密接した森林，森林レクリエーション

に適した森林，地域の環境財としての森林を対象とし

て花木や広葉樹の植栽等景観に配慮した森林整備，林

内歩道，森林公園施設整備等のほか山村と都市の交流

の視点から交流体験施設，野営場，実習展示林等の整

備を行っている。また，今年度創設された「盤かな森

林づくり事業」では，原植生の回復等を行うビオトー

プの森の整備を行うなど事業内容の充実を図っている。

これらに該当する主な蝋業は以下のとおりである。

〈治山事業（生活環境保全林整備，広域総合生活環

境整備等)，造林事業(豊かな森林づくり，創造の森整

備，集落周辺森林整備等)，林道事業(フォレストアメ

ニティ（森林公園）整備，森林コミュニティ整備等)，

林業構造改善事業（資源活用型)，緑の交流空間整備，

もりの学園整備山村で休暇を特別対策，新．美しい

森林むらづくり等〉

このほか国有林を活用する森林レクリエーション事

業ヒューマングリーンプラン（スキー場，野営蟻

園地，ふれあいの郷，研修センター等）や都市近郊等

の国有林を活用する森林都市構想を推進している。

これらは近年創設された事業が多く，施策の重点の

1つとなっている。さらに7年度予算概算要求におい

ても，新規事業として，道路周辺等の景観林の盤備を

行う「フォレストスケープ整備事業」や森林版民宿の

育成等を行う｢緑とのふれあいの里整備特別対策事業」

を要求しているところである。

4公共事業を巡る最近の動き

林野公共事業は，治山事業5箇年計画，森林整備事

業計画に基づき，治山・造林・林道の各事業を計画的

に推進している。公共事業を巡っては，昨年末の財政

審報告や経済改革研究会（平岩研）において，その積

み増しや生活者重視の観点から生活関連の社会資本へ

重点配分を行うこと等が提唱されている。林野公共事

業については,毎年39兆円と試算される森林の公益的

機能の高度発揮を図る国民の生活環境の改善を進める

うえで重要な事業としてPRしているところである。

特に，都市・山村住民の生活環境保全や交流促進等の

観点から，都市近郊の森林をはじめとする国民生活に

密接にかかわる森林の整備や保全を進めることが必要

である。

<最近の提唱＞

①財政制度審議会「公共事業に関する小委員会報

告」(H5.11.26)公共事業予算の配分の考え方：

37

生活環境に結び付くものは集中投資の対象’国土

保全の目的がある治山・治水などは長期にわたっ

て着実に整備，工業用水等産業基盤整備は投資を

抑制。

②経済改革研究会「経済改革について」

(H5.12.16)社会資本の充実；公共投資基本計画

の配分の再検討と被み増しを含めた見直し。生活

者重視の観点から生活関連の社会資本に対し重点

的投資配分。美しい街づくり，安全で快適な文化

の香り高い生活づくり。

③経済対策閣僚会議「総合経済対策」(H6.2.8)

公共事業等の拡大：国民生活の質の向上に重点を

置いた分野に，できるかぎり配慮。

④内閣官房内閣外政審議室「対外経済改革要綱」

(H6.3.29)公共投資：後世代に負担を残さないよ

うな財源の確保を前提とした公共投資基本計画の

配分の再検討と積み増しを含めた見直しに着手。

5．おわりに

都市近郊林を巡っては，以上のような整備に関する

もののほか，保全といった観点からの保安林，林地開

発許可，都市緑地保全，自然公園，文化財保誰等の制

度がある。また，森林の管理については，市民グルー

プの参加等新たな形態も芽生えてきている。都市化の

進展により，平地林等j砿K林の減少(瞳)等生活環境への

影響が懸念されており，今後，整備・保全をどのよう

に進めていくかという問題も，今後とも掘り下げるべ

き課題の1つである。

都市近郊林の整備については，①社会資本盤備の観

点から生活環境に関連したものとしての森林の整備を

どう位置づけていくか，②事業を進めるうえでの公有

林化を含め公的主体としての整術をどのように進めて

いくか，等の問題のほか，③都市計画，都市公園，自

然公園等他省庁との施策・事業の関連や連携という問

題がある。いずれにしても，関心の高まりつつある課

題として今後とも検討を進め，国民の期待にこたえる

森林の整備を進めていくことを考えている。

（林野庁計画課企画班）

（注)首都圏から80knlの森林の減少率は1980年から

1990年の10年間で2%であるが,20～40Inn圏では7%,20

kml圏以内では6%と高い(平成3年度林野庁,自然特性に着
目した開発保全計画手法調査)。
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で
す
か
ら
、
よ
ほ
ど
健
康
に
自
信
が
な
い
と
務
ま
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
ど
ん
な
に
険
し
い
山
道
で
も
ス
タ
ス
タ

と
飛
ぶ
よ
う
に
歩
け
る
の
で
す
。
そ
の
ヒ
ミ
ッ
は
ど

こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

仙
人
食
で
、
常
に
生
命
力
の
衰
え
を
防
ぎ
、
若
返

り
を
図
っ
て
い
る
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だ
と
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わ
れ
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イ
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。
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昔
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仙
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れ
て

き
た
シ
イ
タ
ケ
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常
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シ
イ
タ
ケ
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は
、
ビ
タ
ミ
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の
母
体
と
な

る
エ
ル
ゴ
ス
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と
い
う
物
質
が
大
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に
含
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れ

て
い
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す
。

こ
の
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、

太
陽
の
紫
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線
に
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て
る
と
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
に
変
化
す
る

と
こ
ろ
か
ら
、
プ
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ビ
タ
ミ
ン
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と

も
呼
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い
ま

す
。
し
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が
っ
て

シ
イ
タ
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は
、
生

で
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乾
燥
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、

忘
れ
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に
陽
に
当

て
て
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す
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で
し
ょ
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ビ
タ
ミ
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か
せ
な
い
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タ
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で
、
カ
ル
シ

ウ
ム
の
吸
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を
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す
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、
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で
の

カ
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吸
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。
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ず
、
百
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ス
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回
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き
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、
エ
ル
ゴ
ス
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リ
ン
の
作
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が
き
わ
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て
大
き
い

と
い
っ
て
よ
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で
し
ょ
う
。

エ
ル
ゴ
ス
テ
リ
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は
、
シ
イ
タ
ケ
の
か
さ
の
裏
側

に
多
い
の
で
、
裏
を
太
陽
に
向
け
て
干
す
よ
う
に
し

ま
す
。
日
差
し
の
よ
い
時
間
を
選
ん
で
、
生
で
も
乾

燥
シ
イ
タ
ケ
で
も
、
と
に
か
く
干
す
よ
う
に
す
る
こ

と
を
勧
め
ま
す
。

干
し
シ
イ
タ
ケ
は
、
古
く
か
ら
精
進
だ
し
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
特
に
寺
料
理
な
ど
に

は
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か
せ
ま
せ
ん
。
う
ま
み
の
も
と
は
グ
ア
ニ
ル
酸

で
、
干
し
た
と
き
に
酵
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の
作
用
に
よ
っ
て
で
き
る

成
分
。
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
と
よ
く
合
う
性
格
が
あ
り
、

昆
布
と
干
し
シ
イ
タ
ケ
を
い
っ
し
ょ
に
用
い
る
と
、

一
層
う
ま
み
が
際
立
ち
ま
す
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こ
の
う
ま
み
を
上
手
に
生
か
す
こ
と
で
塩
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を
抑

え
た
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理
、
つ
ま
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減
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ま
す
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、

一
層
健
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も
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つ
わ
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で
す
。
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古
く
は
キ
ノ
コ
も
〃
薬
″

秋
山
の
楽
し
み
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
キ
ノ
コ
狩

り
。
な
ぜ
、
キ
ノ
コ
採
り
に
「
狩
り
」
を
つ
け
る
の

か
と
い
う
と
、
「
薬
狩
り
」
か
ら
き
て
い
る
か
ら
な
の

で
す
。

古
く
は
、
「
薬
草
狩
り
」
と
同
じ
よ
う
に
、
キ
ノ
コ

も
薬
用
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

今
か
ら
一
○
○
○
年
ほ
ど
前
の
、
平
安
時
代
中
期

に
で
き
上
が
っ
た
『
医
心
方
（
い
し
ん
ほ
う
）
』
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い

う
医
術
書
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、
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質
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よ
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食
用
キ
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食
べ
続

け
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と
、
冑
や
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が
丈
夫
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な
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と
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、
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五
臓
を

補
っ
て
、
気
力
を
増
す
」
な
ど
と
あ
り
、
ま
た
、
キ

ノ
コ
に
中
毒
し
た
と
き
の
治
療
法
も
、
ち
ゃ
ん
と
出

て
い
ま
す
。

も
だ
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キ
ノ
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食
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悶
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氏
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ふ
げ
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島
国
少
。
×
、

そ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
シ
イ
タ
ケ
で
、
漢
方
で
も
、

血
液
を
浄
化
す
る
食
べ
も
の
、
あ
る
い
は
、
健
康
を

薬
効
成
分
の
高
い
シ
イ
タ
ケ

「
キ
ノ
コ
狩
り
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
理
解
で
き
る

よ
う
に
、
ミ
ネ
ラ
ル
や
ビ
タ
ミ
ン
だ
け
で
は
な
く
、

さ
ら
に
薬
効
成
分
を
含
ん
で
い
る
キ
ノ
コ
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

な
っ
た
者
を
治
す
に
は
、
大
豆
を
煮
て
、
そ
の
汁
を

飲
ま
せ
る
と
よ
い
。
ま
た
、
土
を
水
に
溶
い
て
、
そ

の
液
を
飲
ま
せ
て
も
よ
い
」
と
い
う
も
の
で
、
果
た

し
て
こ
れ
で
治
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
す
。

食
用
キ
ノ
コ
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
い
え
る
こ
と

は
、
カ
ロ
リ
ー
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や

カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
、
セ
ン
イ
質
、
さ
ら
に

は
ビ
タ
ミ
ン
＆
、
比
、
Ｄ
が
多
い
と
い
う
こ
と
。

維
持
し
て
、
も
ろ
も
ろ
の
病
気
を
防
ぐ
食
べ
も
の
と

し
て
、
珍
重
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

昔
か
ら
、
シ
イ
タ
ケ
に
は
抗
ガ
ン
作
用
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
、
そ
れ
が
レ
ン
チ
ナ

ン
と
い
う
、
病
気
に
対
し
て
免
疫
力
を
高
め
る
物
質

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
レ
ン
チ
ナ
ン
を

使
っ
た
ガ
ン
の
治
療
薬
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
成
分
は
、
風
邪
な
ど
感
染
性
の
病
気
に
対
し
て

も
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
イ
タ
ケ
に
含
ま
れ
て
い
る
エ
リ
タ
デ
ニ

ン
と
い
う
成
分
に
は
、
血
液
中
の
余
分
な
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
少
な
く
し
て
、
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
働
き
が

あ
る
こ
と
が
、
動
物
実
験
な
ど
に
よ
っ
て
わ
か
っ
て

い
ま
す
。

干
し
シ
イ
タ
ケ
の
場
合
、
そ
の
約
四
三
パ
ー
セ
ン

ト
が
セ
ン
イ
質
と
い
う
点
で
も
注
目
さ
れ
ま
す
。
セ

ン
イ
質
は
、
整
腸
能
力
を
強
化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

レ
ン
チ
ナ
ン
や
エ
リ
タ
デ
ニ
ン
な
ど
の
成
分
と
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
、
動
脈
硬
化
や
高
血
圧
、
ガ
ン
な
ど

の
成
人
病
予
防
食
と
し
て
は
、
ま
さ
に
、
理
想
的
な

″
山
の
恵
み
″
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

仙
人
は
な
ぜ
山
を
ス
タ
ス
タ
登
れ
る
の
か

山
の
中
で
、
独
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
が
仙
人
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力
隊
の
募
集
要
項
に
、
見
侭

い
た
。
そ
れ
は
「
昆
虫
学
」

リ
ア
の
研
究
と
か
、
絶

ひ
ん

滅
に
瀕
し
て
い
る
蝶
の

繁
殖
事
業
と
か
、
幾
つ

か
書
か
れ
て
い
た
。
中

で
も
「
マ
レ
ー
シ
ア
の

国
立
公
園
で
蝶
園
を
造

る
」
と
い
う
要
請
に
、

私
は
心
を
奪
わ
れ
た
。

こ
の
仕
事
な
ら
、
今
ま

で
勉
強
し
て
き
た
こ
と

や
、
経
験
が
ダ
イ
レ
ク

そ
の
部
屋
の
教
授
は
昆
虫
学
が
専
門
で
、
自
然
観
察

会
な
ど
の
野
外
教
育
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る

方
だ
っ
た
。
私
は
こ
の
先
生
の
下
で
大
学
院
修
士
課

程
ま
で
を
過
ご
し
へ
生
物
の
中
で
も
特
に
昆
虫
を
対

象
に
、
教
材
研
究
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

ま
た
、
博
物
館
学
も
専
攻
し
、
東
京
都
多
摩
動
物
公

園
昆
虫
園
で
の
実
習
等
を
経
て
、
学
芸
員
資
格
を
取

得
し
た
。
そ
の
ほ
か
休
日
に
は
、
東
京
動
物
園
協
会

所
属
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
都
内
の
動
物
園
や
昆

虫
園
で
教
育
普
及
活
動
の
手
伝
い
な
ど
も
し
て
い
た
。

さ
て
、
大
学
院
を
出
て
間
も
な
く
取
り
寄
せ
た
協

力
隊
の
募
集
要
項
に
、
見
慣
れ
な
い
仕
事
が
載
っ
て

い
た
。
そ
れ
は
「
昆
虫
学
」
と
い
う
職
種
で
、
マ
ラ

ト
に
生
か
せ
そ
う
だ
。
以
前
は
、
「
理
科
教
師
」
と
か

「
生
態
調
査
」
と
い
う
職
種
で
行
く
こ
と
を
考
え
て
い

た
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
自
然
保
護
活
動
、
地

域
の
人
々
と
の
交
流
を
望
む
私
に
は
、
こ
の
蝶
園
造

り
は
正
に
う
っ
て
つ
け
の
仕
事
に
思
わ
れ
た
。
し
か

も
、
大
学
院
を
出
た
年
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
こ
の
仕
事

と
出
会
う
な
ん
て
、
不
思
議
な
縁
を
感
じ
ず
に
は
い◎

ら
れ
な
か
っ
た
。
「
絶
対
こ
こ
へ
行
き
た
い
」
ｌ

私
は
応
募
を
決
意
し
た
。

協
力
隊
に
参
加
す
る
場
合
、
職
種
は
自
ら
選
べ
る

が
、
派
遣
国
は
事
務
局
側
で
決
定
さ
れ
る
。
希
望
通

り
に
な
ら
な
い
場
合
も
多
い
の
で
不
安
だ
っ
た
が
、

一
次
の
筆
記
試
験
・
二
次
の
面
接
を
パ
ス
し
て
、
無

、 職＃蕊

筆者とコノハチョウ

(顔の汗を吸いに来たのです）

事
第
一
希
望
の
マ
レ
ー
シ
ア
に

決
ま
っ
た
。
も
う
こ
こ
ま
で
チ

ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
だ
か
ら
に
は

前
進
あ
る
の
み
。
大
学
院
在
学

中
か
ら
勤
め
て
い
た
私
立
中
学

校
を
退
職
し
た
。

派
遣
前
の
訓
練
が
、
長
野
県

駒
ケ
根
市
に
あ
る
協
力
隊
訓
練

所
で
始
ま
っ
た
。
派
遣
予
定
国

の
現
地
語
（
私
は
マ
レ
ー
シ
ア

語
）
の
特
訓
、
政
治
経
済
・
文

化
習
慣
等
の
任
国
事
情
の
勉
強
、
体
力
作
り
（
毎
朝

数
キ
ロ
の
マ
ラ
ソ
ン
）
等
が
約
八
十
日
間
続
く
。
こ

の
訓
練
を
乗
り
切
っ
て
、
最
終
審
査
に
合
格
し
て
初

め
て
、
協
力
隊
員
の
資
格
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
任
国
で
は
、
た
っ
た
一
人
で
奥
地
に
入
り
、

仕
事
を
し
て
い
く
の
だ
か
ら
、
今
の
う
ち
に
自
分
を

鍛
え
て
お
か
な
く
て
は
、
と
真
剣
だ
っ
た
。
ま
た
、

出
身
地
、
年
齢
、
職
業
も
さ
ま
ざ
ま
な
一
五
○
名
近

い
仲
間
と
の
生
活
は
、
「
世
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人

が
い
る
」
と
い
う
一
種
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
体

験
と
な
り
、
実
に
面
白
く
、
勉
強
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
冬
の
駒
ケ
根
の
寒
さ
は
訓
練
に

勝
る
厳
し
さ
だ
っ
た
（
こ
れ
か
ら
熱
帯
の
国
に
行
く

と
い
う
の
に
）
・
訓
練
所
を
取
り
囲
む
山
々
は
、
雪
に

覆
わ
れ
て
一
面
真
っ
白
な
世
界
。
東
京
出
身
の
私
に

は
、
初
め
て
見
る
風
景
で
、
と
て
も
神
秘
的
に
感
じ

ら
れ
た
。

三
月
下
旬
、
訓
練
は
終
了
し
た
。
荷
造
り
や
挨
拶

回
り
等
を
約
一
週
間
で
バ
タ
バ
タ
と
済
ま
せ
た
。
出

国
し
た
ら
二
年
間
は
一
度
も
帰
国
で
き
な
い
。
初
め

て
海
外
へ
出
る
期
待
と
不
安
、
二
年
と
い
う
月
日
の

永
さ
…
何
と
も
言
え
な
い
複
雑
な
心
境
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
出
発
の
日
。
満
開
の
桜
に
見
送

ら
れ
て
、
私
は
マ
レ
ー
シ
ア
へ
と
飛
び
立
っ
た
。
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赤
道
直
下
の
、
世
界
で
三
番
目
に
大
き
な
島
、
ボ
ル
ネ
オ
。

私
は
、
こ
の
島
の
北
部
、
マ
レ
ー
シ
ア
領
サ
バ
州
に
あ
る
キ

ナ
バ
ル
国
立
公
園
に
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
派
遣
さ

れ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
フ
ァ
ー
ム
（
蝶
園
）
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
従
事
し
て
き
た
。
主
な
任
務
は
、
サ
バ
州
に
織
感
す
る
蝶

の
生
態
調
査
、
飼
育
・
繁
殖
技
術
の
確
立
、
建
物
の
設
計
、

園
内
の
デ
ザ
イ
ン
、
展
示
物
作
成
、
来
園
者
へ
の
自
然
教
育

首都
クア

キナバル国京公園位侭図

活
動
等
を
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
進
め
て
い
く

こ
と
で
あ
っ
た
。

帰
国
し
て
早
一
年
半
、
熱
帯
雨
林
の
真
っ
た
だ
中

で
過
ご
し
た
三
年
の
日
々
も
、
徐
々
に
遠
く
感
じ
ら

れ
つ
つ
あ
る
。
今
一
度
、
当
時
を
振
り
返
り
、
ボ
ル
ネ

オ
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
筆
を
進
め
て
い
き
た
い
。

私
と
青
年
海
外
協
力
隊
と
の
出
会
い
は
、
高
校
生

の
こ
ろ
、
テ
レ
ビ
で
隊
員
の
活
躍
ぶ
り
を
見
た
の
が

始
ま
り
だ
っ
た
と
思
う
。
一
生
懸
命
働
い
て
い
る
隊

員
の
姿
に
感
動
し
、
自
分
も
将
来
、
途
上
国
で
役
に

立
ち
た
い
、
と
い
う
夢
を
持
っ
た
の
だ
っ
た
。
ま
た

私
は
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
虫
や
小
動
物
を
飼
育
し
た

り
、
草
花
を
育
て
る
こ
と
が
好
き
で
、
高
校
生
く
ら

い
に
な
る
と
、
野
生
生
物
の
調
査
や
自
然
保
護
の
分

野
に
関
心
が
強
く
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
進
学
に
際

し
、
協
力
隊
参
加
の
夢
と
生
き
物
へ
の
思
い
を
両
立
さ

せ
る
た
め
、
教
員
養
成
大
学
生
物
学
科
を
選
ん
だ
。

大
学
時
代
、
何
回
か
協
力
隊
説
明
会
に
出
か
け
、

将
来
自
分
が
応
募
で
き
そ
う
な
仕
事
を
調
べ
た
り
、

元
隊
員
の
話
を
聞
い
た
り
し
た
。
今
で
こ
そ
一
度
の

募
集
に
何
千
人
も
殺
到
す
る
人
気
だ
が
、
当
時
は
家

族
や
友
人
に
話
し
て
も
「
協
力
隊
？
何
そ
れ
」
と
い

う
感
じ
で
、
知
名
度
は
相
当
低
か
つ
た
と
思
う
。

大
学
二
年
の
終
わ
り
ご
ろ
、
研
究
室
へ
入
っ
た
。
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テレビでは毎日，今日のダムの

貯水量は満水時の何パーセントと

報じて庶民に節水を呼びかけ，新

聞では小学校の断水を底の見える

ダムと絡ませて社会面のトップに

掲載するが，そのダムには長期間
かん

の干天にもかかわらず周囲の森林

から間断なく清水が注がれ続けて

織診』”″夢沙『

，テカ,テカ，

この世で一番肝心なのは

素適なタイミング戸
年は。これ実感。

それはそうと，何事でも事を起

こすにはチャンスとかタイミング

とかがあるはず。今年のようにお

天道様の大サービスと雷様の大サ

ボタージュが続いたときは，森林

の効用なるものを世間様に説く千

戦一過のチャンス，グッドタイミ

ングと思えるのだが，どうもさっ

ぱりその気配が見られなかったの

はいったいどうしたことだろうと

考えてしまった。林野庁は森林の

公益機能なるものを試算して，そ

のilli値，総額39兆2000億円とは

じき，うち水資源かん養の機能は

4兆2800億円にも及ぶと言って

いるのにである。

今夏の日本列島,北ｶﾐ鞭まで
灼熱の太陽と水の渇きに苛まされ

た。が，おかげで米は大豊作，昨

年の米騒動から一転しての米余り

となり,昭和15年から延々続いて

きた食糧管理制度もとうとう幕を

引くことになりそうで，これから
っ宝

は美味くて安い米を食えるとの期

待を持つ向きも。それに長期低落

が続いた景気も，ビールやらクー

ラーやらの暑気払い商品が羽を生

やして売れたこともあってか，よ

うやく上昇気流に転じたと経済企

画庁のご託宣もあったわけで，こ

こは庶民も灼熱と渇きぐらいはじ

っと我慢しどころなのかもしれな

いが。でもやっぱり暑かったよ今

いることには一向に触れていない。

これは片手落ちというよりも物事

の本質を見落とした報道と言える

のでは。

マスコミの報道には時には真実

が欠落していることを過去のさま

ざまな森林や林業などに関しての

報道からいやというほどに体験し

ているはずの森林・林業関係者が，

今どうして黙して語らずなのだろ

うか。お山の地主も木材の業界も

日ごろ行政指導やらに励むお役所

も挙げてほかのことは放り出して

も森林の効用なるものを一斉に放

歌高吟あってしかるべしなのでは。

物事を人々の脳みそにしっかりと

繍譲譲議鍾繍翻鴬鍵、 堅調な特用林産物生産

特用林産物は，「しいたけ｣，「え

のきたけ｣，「ぶなしめじ」等のき

のこ類から，「竹材｣，「桐材｣，「う

るし」等の伝統的工芸品原材料，

｢木炭｣等の木質系燃料，さらに樹

実類，山菜等に至るまで，その種

類や生産方法など極めて多様であ

る。

これらの特用林産物は，その生

産額が林業粗生産額の1/3強を占

めており，山村地域における重要

な収入源の一つとして大きな役割

を果たすとともに，今後も期待さ

れている。また，近年の自然・健

康・本物を志向する国民の生活・

文化の向上にも貢献している。

最近数年を含めて，平成5年ま

での生産動向を生産額で見る。生

産額の過半をきのこ類が占める構

特用林産物の生産額の推移

品
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け
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け
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刻み込む最良のタイミングは，

その事に人々の関心が集中して

いる時こそだとすればである。

ところがさすがそのタイミン

グをしっかりととらえた報道が

あったのである。NHK朝のニ

ュースで三重県度合町が昭和

42年からの森林開発公団造林

によって，かっこの洞沢が今清

流となって地元を潤し，簡易水

道の蛇口からほとばしる清水を

今夏の渇水騒ぎと対比しての報

道，これはローカル版として1

度放送したが，その反響の大き

さに全国版として再度放送した

ものだと聞いた。

これ役所言葉で言うなれば，

誠に時宜を得たもの，というの

かも。それに引き換え，どこそ

こはなんてことは決して言うま

いぞ，それを言っちゃあおしま

いよ，と寅さんが言っていま

した。

林政拾遺抄

オ
ガ
ミ

需
龍

瀞 霊

神
社

￥5

脚P

P〒

霧騨

‘泌亀

’

平成6年8月18日,森林文化

教育フォーラムで長野県丸子町

を訪れ，県の若林達さんと雑

談していたとき，オガミ山（夫

神山,高さ約1,000m)という名

の山があり，その頂上に小さな

祠（ほこら）があることをうか

がった。この話題に関心の深い

サンワ緑基金の清水英毅さんを

誘い，フォーラム開始までのわ

ずかな時間を利用し，県の田島

裕志さんの御案内で頂上に登っ

た。もしかしたら「夫神」は雨

乞いの神様を祭る「寵」の当て

字ではないか，それを確かめて

みようと思ったからである。四

輪駆動の車で9合目近くまで行

き，最後の急坂を息を切らせな

がら登った。頂上に祭ってある

小さな石の祠（写真）に，風雨

にさらされた「箙」の字を見つ

けたときは感激した。

頂上から展望した麓の塩田平

には，広く田畑が開け，人家が

並んでいた。この地帯は年間降

水量700mmという寡雨地帯で，

山からの水は生命の樫であるが，

その大切な水源山がこの夫神山

なのである。大同元年(806)に

は，水澗れに悩む蕊民たちが塩，

田村の中櫛時で雨乞いを祈願し，

た記録がある。

今年は全国各地で渇水や断水

騒ぎが起きているが，この地方’
でも雨の降らない日が続いてい

る。私たちも祠の前で雨乞いを

祈願した。偶然ながらこの日の

夜，待ちに待った雨がわずかで

あるが降り，霊験のあらたかさ

に感謝した。私は『龍」を「巫

女が口々に龍を拝み，雨を乞う’

ている様子を表している様」と

解説しているが，降った雨は夫，

神山の山腹に連なる30～40年i

生のカラマツの人工林（県，市1

有林）の中へ吸い込まれていつ，

たであろう｡照度が30％ほどの｜
カラマツ林の中は，下草や広葉，

樹の幼・稚樹が密生し，雨を蓄｜

えるのに適した林相であった。｜
これまで榛名湖畔の龍神社｜
(本誌連載',No.574)と，京都賀’
茂川上流の蝿&神社で同名の社

(同,No.575)の存在を知った。

各地の「髄」神社を訪れたいが，

この名を冠した神社や祠を教え

ていただければ幸いである。

（筒井辿夫）

造は変化がないものの,｢乾しいた

け｣，「生しいたけ｣，「ひらたけ」

等の生産額は横ばいないし減少傾

向であるのに対し，「ぶなしめじ」

等の比較的新しいきのこは大幅に

増加しており，「ぶなしめじ｣は対

前年115％となっている。また，

土壌改良材，水質浄化材等の新た

な用途力鉱大している木炭(粉炭）

の生産量は，粉炭が対前年108％

と増加するなど全体でも伸びてい

る（対前年102％）が，輸入によ

る供給が多くなっている（木炭需

要に対する輸入による供給比率：

56％）ことから，生産額としては

対前年93％にとどまった。

このような状況下で，特用林産

物総体では，3,902億円と対前年

101％，22億円増となり，微増で

はあるが過去最高額を記録すると

ともに，近年来の安定的な推移を

見せている。

’0
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ると眺望も素晴らしい。数少ない

l等三角点を載せた山は，貴重な

宝物のように思っていたのでした。

50山はだいたい日帰り，あるい

は土曜日の午後から出かける行程

でした。連休などには数日を費や

すことができました。地図とコン

パス，弁当と水筒を持って出かけ

るのです。ときには一日中雨に降

られることもありました。薮の中

で方角を見失うこともしばしばで

す。こういう山歩きをちょっと格

好をつけて「山行き」と呼んでい

ました。ハイキングとは言いませ

荻野和彦の5時からセミナー1

「あそび」か「しごと」か

生い茂ったササの中に隠されてい

るのを見つけたときなど，本当に

感激したものです。

三角点は1等，2等，3等など

の区別があります。l等三角点は

測量の拠点ですから，櫓が組んで

ありました。それが目立ったので

容易に発見できるうえ，そこに登

高校生のころ，山岳部にいまし

た。京都市の北にあったその高校

山岳部の活動の場は，北山と呼ば

れていました。

北山には峨々たる高山があると

いうのではありませんが，重畳と

した山並みが丹波高原に続いてい

ました。湖西の山を含めて，高い

ものから50座をリス1､して,部室

の壁に貼ってありました。その山

に登ったら三角の印をつけて，自

分の足跡を楽しみました。ほとん

どの山頂に三角点が置かれていま

した。その山に登るというのは，

その三角点を踏んでくることでし

た。山道は必ずしも山頂を通るわ

けではありませんから，ときには

道をそれて，薮をかき分けかき分

け，三角点を探すことになります。
一二一…一堯匙一壷－－－－全一…一…』－－戸~一一一…一云全弓医堂一一一"一屍全一～一一一 …

岩 水豊著
’ 』本の紹介 れて，それぞれの初代会長に就任

し，会員相互による実践的な研究

蓄積と先進技術の交流を深めてき

た。

本書は，それらの実践的研究成

果を体系的に取りまとめたもので，

天然絞丸太編と杉銘木編の2部で

構成されている。第1部では，天

然絞の遺伝的性質，天然絞の形態

と木材組織全国で発見されたス

ギ・ヒノキ天然絞品種リスト，天

然絞の造林動向，保育技術，流通

と価格，需要と将来展望など，天

然絞のすべてを15章に分けて解

説している。第2部では，資源の

枯渇が懸念されている春日，霧島，

屋久杉等の銘木資源の現状，需給

展望，銘木の杢の形成と模様など

を5節に分けて解説している。

本書では，天然絞や銘木の美し

銘 木
1

最先端技術の研究
一

驚

霧螺 ㈲フォレスト・リサーチ研究所
京都市伏見区深草泓の壷町16スベ
リオン伏見306公075(“4)0534

1993年8月5日発行A5判5528頁
特別価絡5,600円(〒450PH)

発行
〒612

京都北山林業400年の蓄積を背

景に開発された天然絞丸太は化粧

丸太の極致である。著者は，森林

総合研究所関西支所に在職中，先

進林業地の林業経営の研究にかか

わっているうちに，北山林業で生
ひ

産されている磨丸太に惹かれると

ともに，銘木商品の中で1本数百

万円の高値で取り引きされている

天然絞丸太の希少価値に驚き，日

本各地の銘木を訪ね歩き，この道

の研究を20年あまり重ねてきて

いる。

その間，天然絞に関しては当初

から精力的に取り組んでいるうち

に，天然絞造林者の全国的な広ま

りと研究仲間の強い要請によって

昭和56年11月に日本天然絞研究

会が設立され，さらに平成2年3

月に日本天然絞研究協会に再編さ

林業技術No.6311994．10
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びに満ちていましたが，物見遊

山ではありません。いつも張り 《r司言言加
つめている必要がありました。

北山は顕著な山があるわけで

はありません。生活の場である
ものみな思い出に変わる

rいい所です。だと言ったほう力

から山仕事をする人に出会いま

。木馬や炭焼きもまだ盛んで

た。この人たちは山仕事に行

ことを山行きと言っていまし

す
し
く とうとう還暦を迎えてしまっ

た。

それらしい自覚症状がある。

近ごろ，見たり間いたりの多く

が思い出につながる。かつて経

験したことに関連付けてしまう

のである。ふと’残りの歳を数

えていたりする。同年輩が集ま

ると，ごく自然に昔話か健康，

病気の話になる。さらに，万事

にいささかひねくれた見方をし

ているなと思うことが多い。

だがしかし,還暦とは60種の

干支の一巡である。この一巡で

人間としての一応の経験はでき

る，もう一巡もまあ似たような

ものだと考えて昔の人は60年

を一つの単位としたのだろう，

と勝手な解釈をして，ならば，

二巡目は一巡の延長線上ではな

く，生まれ変わってやろうじゃ

ないかと気負ってみたりする。

一巡60年の約半分を森林や

林業にかかわる仕事に携わって

きた。「思い出に変わる｣のもこ

うした仕事に関することが多い

のだが，ただ｢思い出に変わるJ

だけでなく，物の見方が生きて

きた時代そのものに影響されて

しまう。
ひょうへん

近ごろの政治家たちの豹変

ぶりに戸惑い立腹している若者

に，別に驚くことはない，人間

とはそういうものなのだ，俺た

ちが小学生のころ，鬼畜米英を

叫んでいた先生のほとんどが，

突然したり顔で民主主義を口に

し，神様が人間になったりした

のだ，と言い聞かせたのだが，

｢鬼畜米英って，それ何でずか」

と問われて口をつぐまざるを得

なかった。これは，根っこにあ

る生きてきた時代のせいである。

ボランティア活動による森林

づくりと聞くと，戦前の「勤労

奉仕」を思い起こし，山村の過

疎状況を見るにつけ「徴兵」と

r勤労動員｣で若者の消えた山里

の荒廃を思い浮かべ，近ごろは

やりの「田舎暮らし」で｢疎開」

を連想し，山村と都市住民の交

流会での村の若者たちの表情に

わずかなへりくだりの影を見て，

立場は逆だが，戦後のr買い出

し」という言葉がふとよぎる。

なんでもかんでもr地球環境に

優しい」となると，なにもかも

が見え見えで，ただもうウンザ

リするばかりである。

見方のひねくれ度が過ぎてい

るのを蕊Mで,扇動,行き過ぎ，
便乗，不遜を見分けて二巡目の

歳月を刻んで生きたいと思うの

だが，どうもそれを可能にする

冷静さも勇気も知恵もないのが

残念である。

『神よ，われに与え給え｡変え

ることの出来ないものを受け入

れる冷静さと，変えるべきもの

についてそれを変える勇気と，

この両者を請賜Iすることの知恵

を」（ラインホルト・ニーバー）

（空拳）

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

た。山行きは仕事だと確信して，

自分たちも山仕事の仲間入りを

したと思っていました。

3年生の春，修学旅行があり

ましたが，その期間を山岳部の

仲間と山行きをしました。担任

の先生は「遊びのために，ずる

休みするのは許せない」と怒り

ました。修学旅行に行った友人

は「勉強の代わりに遊べて面白

かつた」と言ってました。遊んI

でいたのはどっちだと思ったも｛
のです。

_墜壁饗饗饗蕊饗幽

さを写真で表し,本文写真50点以

外にカラー写真222点，モノクロ

写真178点を巻頭に収録している。

写真は，天然絞の原木，丸太林

分，丸太逸品，銘木を使った数寄

屋建築，全国各地の杉銘木の立木

や原木,10樹種余の銘木の杢盤や

逸品など，従来の林業専門書では

見られない写真の美しさと豪華さ

がある。

解説内容については，天然絞の

発生環境と育成適地の関係分野で

今後の研究蓄穣が待ち遠しい面が

あるが，巻頭136ページにわたる

写真の集録は圧巻であり，天然絞

や銘木の美しい芸術写真集を呈し

ている。

(大山浪雄／西日本樹芸研究所代表．
林業科学技術振興所主任
研究員・樹木医）

(この柵は編集委員が担当しています）

林業技術No.6311994.10
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三協亘会亘の三う三ご三き三

◎海外出張

o9/1～10,小須田前橋事務所長，
加藤（仁）課長を，アメリカ・
カナダにおける森糊保全・林業

事情調査のため，両国に派遣し
た。

o9/4～18,田口主任研究員を，

9/4～11/22,久道課長，氏家参
事を,9/12～10/31,浅香国際事

業部次長，野村課長，市川主任

調査員，林主任研究員を，それ
ぞれアルゼンティン国チャコ地

域森林資源調査のため，同国に

派遣した。

○9/5～24，渡辺理事，畠村課長

を，外材供給モデル調査に係る
現地調査のため，ロシア国に派

避した。

o9/5～24,望月技術開発部次長，
和田課長代理，林課長代理を，
熱帯林管理情報システム整備事

業のため，フィリピン国に派遣

した。

o9/7～10/21,田畑参事,今井主

任調査員，松本職員を，セネガ
ル国苗木育成場整備計画基本設

計調査のため，同国に派遣した。

o9/18～10/11,小杉山調査第1

部長を，インドネシア国別評価
調査のため，同国に派遣した。

◎調査研究部関係業務

9/1，「平成6年度きのこ菌床培

地基材・添加物等使用実態調査」

検討委員会を，本会において開催

した。

◎技術開発部・熱帯林管理情報セ

ンター関係業務

9/30,｢森林施業促進情報システ
ム開発調査研究委員会」を本会に

おいて開催した。

9/30,「シベリア・極東地域森
林・林業協力指針策定調査検討委

員会」を本会において開催した。
◎番町クラブ9月例会

9/30,本会において，日本炭焼
きの会会長岸本定吉氏を講師とし

て，「木炭の新しい利用法｣と題す
る誰演および質疑を行った。

｢~‐~‐~~~~~~~~~~~~~~~~‐~‐~－－~~~~~~~’
9月号訂正

Ip.26のお知らせ中,最下段の森林｜

,学科を森林科学科に訂正します。｜
L一一一一一一一■，一一ー‐ー一一一一一一一一一■ー一一一，■●一一一一一づ
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発売中／森林航測第173号
年度3回発行,B5判,24ページ,570円(税別,3号分購読の場合は〒込）

空中写真を利用した補助金間伐の検査…･…･…･吉見寛・典住侑司

衛星リモートセンシングデータによる林相区分……………東敏生

本と催し

空中写真に地域の顔を読む1－玄海灘の離島・斑島……杉谷隆

平成6年度森林測量事業予算の概要･………………･………･吉永俊郎

もくてきほうほういろいろ

紋様百態一駅名シリーズ1林野

お求めは日林協事業部まで（公03-3261-6969,直通）
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さざえのつぶやき夫婦別姓是かい」となるのである。(11,局三度）
否か／新聞の投書柵などに多様な意アントニオ・ヒノキかつてウル

見が寄せられている。「無条件で夫のトラマンは，どこかしら謎めいてい

姓を名乗らなければならないことになければならなかった。文字どおり

抵抗感がある｣というのは，女性の社雲の上の人(宇宙人)でなければなら
会進出力署しい今日わからないでもなかった。巨大で無敵でなければな

ないが,一方のに家族のきずなが失わらなかった。ところが最近,すっかり

れる」という危倶は，儒教的価値観の人間と同じ大きさになり，超満員の
根強いお隣の韓国や中国ではとっく通勤電車の中で必死につり革をつか

に別姓であるのを見るとあまり有力んでもがいていたり，カップラーメ
な反論にはなりそうもない。ンにお湯を注いだのはいいが3分た
だいいち，現実の家族関係は姓をってカラータイマーが点滅し，シュ
どうするなんていう問題を通り越しワッチと飛び去らねばならなかった

てもっとブッ飛んでいるようだ。退り，そうかと思うと日当たりのいい

職金離婚というのがよくある。見飽縁側でのんびりとお茶を飲んでいた
きたツラにはこれを機会にオサラバ，りと，びっくりするような変身ぶり

｢金と共に去りい」ということなのだである。現代のウルi､ラマンは,親し
そうだ。先日も病院のレストランでみがあって,地に足が着いて,特殊な
隣のテーブルに着いた病人の連れ合キャラクターつまり個性があって，
いと見舞客らしいフツーのおばさんなおかつユーモラスでなければなら

たちが「お互い一人になったら海外ないのだ。少なくとも世の中の噌好

でもどこでも一緒に行こうね－」とに敏感な広告業界マンはそう考えた
言っているのを小耳に挟んだ。亭主のに違いない。林業界でウル|､ラマ
が先立つのを今から楽しみにしていンになるべきはまず木材そのもので

る様子。統計的にはそうなるはずだある。頑丈で長もちしそうなアンl、

としても“･…？若いときは「亭主元ニオ･ヒノキ，徹底的に卑下したチヨ
気で留守がよい｣と働かされ，老いるロマツというネーミングだってあつ

と「ぬれ落葉早くあの世に行けばよていい時代なのだ。（山遊亭明朝）

林業技術第631号平成6年10月10日発行

編集発行人三澤毅印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会．
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||水産森林1118分/8wⅢ円 ③企画／水利科学研究所／国土緑化推進機構
●制作／日本林業技術協会

人間をはじめ地上に住む生物は．地求全体の水の3群に貯制し流出を平準化する働きによって，水による災害を防
澗たない淡水に依存して生きている。このわずかな淡水が止するとともに，水の利用を便ならしめている。
4§物の汕費によって尽きることがないのは，地球上の水は森林の水源かん養機能とは何か，その機能を荊齢榊逃す
絶えず循環しているからである。るためにどのような努力力埋､われているのかをわかりやす
森林はiLkにおける水の循環過程において．これを一畔く描く。

Ⅱよみ力混る大地|’地大み る 16分/8,000円(英語版とも）・企画/帯広営林支局
の制作／日本林業技術協会

え

北海道釧路市の束北方には，度重なる野火によって不毛とすくすくと成畏し．今りっぱな森林となった。そればか
の荒野と化した土地が広がっていた。人を寄せつけない広りか、気象力荊らぎ多くの鐵雁”力建着するようになった
大な捌東に．釧路地方の発展に寄与することを目指して，うえ、水質も良くなり沿岸の漁業に好影辮を与えるなど環
森林の迩戊が始められたのは今から30数年前のことであっ境而でも大いに貢献している。
た。不毛の原野に挑んだフォレスターたちの』:i:大なドラマ。
当,IIfMえつけられた2,500万本の苗木は.手厚い保繊のも

｝ ’木 校舎の 21分/8,000円
●企画

:済腔．防火_kの配応などから，

日本木材踊蓄機構●制作／日本林業技術協会

れなくなった」保健室の先生は､r生徒の慌我が少なくなっ
たJ生徒指導主事の先生は,『物の命を大躯にする凱赫ちが
茅生えた」と木造の良さを評価し、さらに生徒たちも木造
の家庭的雰囲気のなかで学礎i三活を楽しんでいることがわ
かった。木の良さを考えさせるルポルタージュ。

小・中学校の校舎は，荒登斉性，防火_上の配応などから．

鉄筋コンクリート造が当たり前のように考えられてきたが．
Jお丘木造校舎力f見直され始めたのはなぜだろうか。秋田Ⅲ1，
陛野県．筋岡雌に木造の小・中学校を訪ねて．先生方や生
徒たちの感想をきいてみた。
一日中立って授業をしなければな．らない先生は.｢腰が罐

’ I17分/8,000円 ●企画 日本木材術蓄機構申制作／已本林業技術協会

内装は木材にしたいという人が多いという調壷結采がある。
なぜ木材が良いのか，乾湿，断熱，遮音，光の反射など
について居住朧の優れていることをf;燭噌的にしかもわかり
やすくビジュアルに解説するとともに，膳使者へのインタ
ビューも試み，内装材としての木材の良さをアピールする
耐出作の姉財銅。

我力掴には，住まいを木材で造ってきた災い雁史がある。

それは，オ銅が身近に豊富にある材料であったことにもよ
るｶﾎ我力極の気候風土に雌も適した使いやすい判料であ
ったからである。
刑t近，生活様式の変化に伴って，人々のfi|滝についての
好みも多棚こしているが木造一戸建が好ましいとする人
ｶｻ性も多く，鉄筋コンクリーl､造の住宅の場合でもせめて

9

木の内装
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立花観二・片桐一正共著｜林野庁計画課監修/流域管理ｼｽﾃﾑ研究会編
A5¥I/168R/定価,914円脱込)/〒310IA5判y136ヨ定|m1,854円(税込)/〒310

本辮はこれまでの榊趣難の磯果留系統1脚にまと鍔は，他の流域に畑ﾃLて蝿織瀦織
鰍雛幽騨繊ﾉ燕鋤縛蕊篭，轤鶏鰯識言鍵すると脇われる輌

を集めたものである。を愛する方々に広く旙用されることを期待する

二、●開発調査・環境アセスメントに空中写真／

空中写真撮影一覧’諺一覧図(平成…旧刷
●林野関係機関・国土地理院全撮影成果図示

●最新成果の撮影年度・平成6年度撮影予定一目瞭然

●撮影機関別に色分け

●5万分の1地形図区画、図葉名入り

●撮影地区一覧表・交付申込要領・同様式つき(裏面）

●縮尺1：1,200,000(73×1030m)12色刷

各種開発に伴う事前調査，測量・設計等に空中写典はいまや

欠くことのできない情報源です。当該地域がいつ，どの機関に

よって撤影されたかが即座にわかり，空中写典入手を的確・容

易にします。過去の成果も表示しているので，環境の経年変化

を追う場合も的確な写真選択を可能にします。

●頒価2,884円(税･送料込み）

…旧裂罧嬢
画(03)3261-6969(直)FAX(03)3261-3044

B

|蕊勉鮒率鋳表 。"'零部港区赤坂…'……‘01加言，~'"z，‘識｜壷03-3585-0087㈹/FAXO3-3589-2902

国有林野問題研究会編

愚黙鵬熟燃卿鰯'1

灘蕊黙溌撚識燃

筒井迪夫著
０
美
く
に

探り，21世紀に向かい発言する問題賠起の書七ある。’

林野庁監修

灘鵜繍熱

|明日の木と森新版森林計画の実務
筒井迪夫編著森林計画制度研究会編

瀧蕊灘騨騨難#

国有林野事業改善必携

日本林政の系譜！

A5』
いまや

と広が
に向か
材捌題

上飯坂實編著

撚蛎婦隅燃棚鰯！
:洲灘頒撚縦耀雛
に関心を待たれる方々 の腿占の餅とな；る。

蝿

明日の木と森
'五一一エョ

… 特用林産むらづくりの実務

11

f新版森林計画の実務

上飯坂實編著
A5判/'92ヨ矧耐,429円(穂ﾑ）
繊林資滅を木材･として利川するための技術

/〒310
について

論難職#蝋P蝋#驚き騨腰、
多くの方々に利用されることを期待する。

現代林学講義･7

森林昆虫学
耐林業活性化への取組み訓集

÷流域管理ｼｽ巌麿向けて-1
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|新製品

erPZA a
■標準ﾀｲブ¥198,000(ACｱダﾌ汐､専用ブﾗｽﾁｯｸ収納ｹー ｽ付）

ロブﾘﾝﾀﾀｲブ¥230,000(ACｱダﾌ汝､専用ブﾗｽﾁｯｸ収納ｹー ｽ､ロール紙付）

タマヤのスー/雫一プラニクスαは､①座ｲ票②辺奨③線

長④面械⑤半径⑥図心⑦三斜(底辺･耐ざ･而砿）

⑧角度(2辺長･狭角)の豊富な測定機能を持っていますb

オフ。ションとして16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェ

イスケーフフレ､無線によるワイヤレスモデムのいずれかが接

続可能でする

名器PLANIX5000の優れた機能を継承･発腱させたスー

ノ寺－プラニクスα､抜群のコストノ寺フォーマンスで図形測定

のスーノ寺－テツぐイス新登場。

’
ノ
仁
〃 ノコン

曇
パソコン

Cr》イャレスモヂムPレユヤ

罪。一一一一一

句孑へ0レョ

■一一一

寅懐0日

u鋤fPLAMXn

タマヤ計測ヨコテム樵式書社
B~UAM 〒104東京都中央区銀座4-4-4アートビルTEL.03-3561-8711MX.03-3561-8719
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	表1

	表2

	1994年10月号目次

	論壇_山村地域活性化のための現代的視点

	森林と林産物-その資源化･商品化事例を見る_九州における｢村おこし｣の展開事例を通して

	森林と林産物-その資源化･商品化事例を見る_広葉樹中心の地域森林を活用した島根県匹見町の取り組み

	森林と林産物-その資源化･商品化事例を見る_森林資源利活用の新しい波と地域の活性化

	第40回林業技術コンテスト要旨2_林道工事における「簡易工法の経過観察と
改良」について

	第40回林業技術コンテスト要旨2_ミズナラ人工下種林分の密度管理について

	林業関係行事一覧

	第5回学生林業技術研究論文コンテスト要旨_節解析によるブナ，ケヤキ|こおける節の形成過程に関する研究

	第5回学生林業技術研究論文コンテスト要旨_加茂街道の松並木の変遷

	第5回学生林業技術研究論文コンテスト要旨_多摩川とその流域における二次林樹
木の健全度と菌類相の推移

	第5回学生林業技術研究論文コンテスト要旨_千本松原における海岸林の保全につ
いて

	第5回学生林業技術研究論文コンテスト要旨_森林斜面脚部土層における水の挙動について

	第5回学生林業技術研究論文コンテスト要旨_豪雨型斜面崩壊に対する降雨量の影響について

	あの山はどうなった28_『バットの森』について

	森へのいざない-親林活動をサポートする47_都市近郊林の整備の現状について-施策と事業

	日本人の長寿食7_山の中の仙人食・シイタケ

	人生至る所に7_蝶で国際協力（1）-旅立ちまで

	傍目八木_この世で一番肝心なのは素適なタイミング／統計にみる日本の林業_堅調な特用林産物生産／林政拾遺抄_龗神社

	荻野和彦の5時からセミナー1_「あそび」か「しごと」か／本の紹介_銘木／こだま_ものみな思い出に変わる

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3

	表4


